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長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119


西消防署 ℡ 32-1230


火災時の問い合わせ


 ℡ 22-1414


ホームページ


http://www.city.nagato.yamaguchi.


jp/̃shobo/


火災救急
件数［2月］
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消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は
自


ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の


精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
心
・


安
全
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
る


人
た
ち
が
集
ま
る
、
市
町
村
の
消


防
機
関
の
１
つ
で
す
。
災
害
時
は


も
ち
ろ
ん
、
平
常
時
に
も
地
域
に


密
着
し
た
活
動
を
行
う
な
ど
、
重


要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。


　


消
防
団
の
多
く
は
、
他
に
職
を


持
ち
な
が
ら
自
ら
の
意
思
に
基
づ


く
参
加
、
す
な
わ
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ


ア
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
い
ま


す
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
勤
務
先


を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
の
協
力


が
得
ら
れ
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、


消
防
団
は
地
域
と
一
体
と
な
っ
た


活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。


　


本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の
防


災
力
強
化
を
図
る
た
め
、「
消
防


団
協
力
事
業
所
」
表
示
制
度
を
推


進
し
て
い
ま
す
。


　


長
門
市
の
安
心
・
安
全
を
守
る


た
め
、
消
防
団
の
活
動
に
対
す
る


皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い


し
ま
す
。


消
防
団
活
動
へ
の
協
力
を


こ
ん
に
ち
は


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５


　


平
成
26
年
度
、長
門
市
ス
ポ
ー


ツ
推
進
委
員
協
議
会
と
し
て
の


年
間
活
動
目
標
で
あ
る
チ
ャ
レ


ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
の
普
及
活


動
も
４
年
目
に
突
入
し
ま
す
。


　


こ
れ
ま
で
の
３
年
間
の
普
及


活
動
で
、
学
校
関
係
者
を
中
心


に
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、


チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
に


興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が


で
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行


事
、
地
域
行
事
の
活
動
種
目
の


一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら


え
る
回
数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。


　


ま
た
、
記
録
会
を
開
催
し
た


時
に
は
、
参
加
チ
ー
ム
の
記
録


を
「
全
国
い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン


ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
推
進
本
部
」


に
申
請
し
、
全
国
の
チ
ー
ム
と


月
間
ラ
ン
キ
ン
グ
や
年
間
ラ
ン


キ
ン
グ
を
競
い
合
う
こ
と
も
し


て
い
ま
す
。


　


今
年
度
は
、
長
門
市
ス
ポ
ー


ツ
推
進
委
員
協
議
会
主
催
の
記


録
会
の
開
催
も
計
画
し
て
い
ま


す
の
で
、
学
校
や
職
場
、
地
域


の
仲
間
で
記
録
に
挑
戦
し
て
み
ま


せ
ん
か
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー


ム
は
、
ロ
ー
プ
・
棒
・
ネ
ッ
ト
・


リ
ン
グ
な
ど
の
道
具
を
使
い
、
シ


ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
で
子
ど
も
か
ら


大
人
ま
で
、
一
緒
に
な
っ
て
楽
し


む
こ
と
が
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー


シ
ョ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。


　


講
習
会
や
記
録
会
な
ど
、
皆
さ


ん
の
希
望
に
合
わ
せ
た
出
前
講
座


の
開
催
も
可
能
で
す
の
で
、
ス


ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
声
を
掛
け
て


く
だ
さ
い
。


　


今
年
度
も
出
前
講
座
や
記
録


会
を
通
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・


ゲ
ー
ム
を
普
及
し
て
い
く
と
と
も


に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努


め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す


の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


▲イメージキャラクター「わっちゃ」


　


住
居
は
、
１
日
の
中
で
多
く
の
時


間
を
過
ご
す
場
所
で
す
。
ま
た
、「
身


体
」
と
「
心
」
を
休
ま
せ
る
場
所
で


も
あ
り
ま
す
。
そ
の
住
居
で
、
ヒ
ー


ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
毎
年
多
く
の
人


が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間
に


ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で
亡
く
な


る
人
は
、
１
万
人
以
上
と
い
わ
れ
、


交
通
事
故
の
倍
以
上
で
す
。


　


ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な


温
度
変
化
が
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
こ


と
で
す
。
家
の
中
で
の
温
度
差
、
例


え
ば
寒
い
脱
衣
所
か
ら
暖
か
い
浴
槽


へ
、
暖
か
い
リ
ビ
ン
グ
か
ら
寒
い
ト


イ
レ
へ
等
の
よ
う
に
、
急
激
な
温
度


差
に
よ
り
血
圧
が
急
上
昇
・
急
下
降


し
ま
す
。（
図
１
）


　


そ
の
結
果
、
心
臓
に
負
担
が
か
か


り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
起
こ
す


恐
れ
が
あ
り
ま
す
。


　


ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
や
す
い


場
所
は
、
浴
室
・
脱
衣
所
・
ト
イ
レ


で
、
季
節
的
に
は
寒
い
時
期
に
多
い


で
す
。


　


ま
た
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
ヒ
ー


ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
や
す
く
注
意


が
必
要
で
す
。


○
65
歳
以
上
の
高
齢
者


○
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
動
脈


　


硬
化
の
持
病
が
あ
る


○
肥
満
気
味


○
お
風
呂
・
脱
衣
所
・
ト
イ


　


レ
が
寒
い
家


○
一
番
風
呂
に
入
る
こ
と
が


　


多
い


○
熱
め
の
お
風
呂
を
好
む


○
飲
酒
後
に
お
風
呂
に
入
る


対
策
と
し
て
は


①
脱
衣
所
・
ト
イ
レ
に
暖
房


　


器
具
を
設
置
す
る
、
浴
室


　


を
湯
気
で
暖
め
て
お
く
、
風
呂
の


　


湯
温
は
あ
ま
り
高
く
し
な
い
等
、


　


温
度
差
を
少
な
く
す
る


②
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
肥
満
の
解


　


消
や
持
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
健


　


康
管
理
を
行
う


　


健
康
に
は
、
食
事
・
運
動
等
の
日


常
生
活
の
改
善
に
加
え
て
、
住
宅
環


境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。


※
次
回
は
「
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い


　


て
掲
載
し
ま
す


め
ざ
せ
、
健
康
長
寿


健康メモ


長
門
市
健
康
増
進
計
画
〈
第
２
次
〉
策
定


〜
み
ん
な
の
元
気
が 


な
が
と
の
元
気
〜


No.12


はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり


長門市保健センター
℡ 23-1133


　


長
門
市
が
目
指
す
「
市
民
協
働
に


よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
と


し
て
、
誰
も
が
親
し
み
や
す
く
、
末


永
く
愛
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク


タ
ー
を
、
市
内
に
通
学
す
る
小
学
校


４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の


児
童
お
よ
び
生
徒
か
ら
募
集
し
、
多


数
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。　


　


審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
１
点
、


優
秀
賞
８
点
を
決
定
し
ま
し
た
。
作


品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
市
民
協


働
を
周
知
す
る
広
報
や
ポ
ス
タ
ー
等


で
活
用
し
ま
す
。


■
受
賞
者


　


最
優
秀
賞
（
１
点
）　


　


小
田
か
な
み
【
深
川
中
２
年
生
】


　


優
秀
賞
（
８
点
）　


　


林　


真
名
【
深
川
小
４
年
生
】


　


藤
井
彩
華
【
仙
崎
小
４
年
生
】


　


藤
本
純
輝
【
浅
田
小
４
年
生
】


　


池
永
美
友
【
浅
田
小
５
年
生
】


　


五
嶋
沙
也
香
【
浅
田
小
６
年
生
】


　


藤
本
結
衣
【
浅
田
小
６
年
生
】


　


原
田
卓
弥
【
深
川
中
１
年
生
】


　


吉
岡
ひ
か
り
【
仙
崎
中
３
年
生
】


※
優
秀
賞
は
、
学
年
別
・　


　


五
十
音
順
で
掲
載
し
て


　


い
ま
す
（
３
月
１
日


　


時
点
）


■
最
優
秀
賞
作
品


　


名
：
「
わ
っ
ち
ゃ
」


　


由
来
：
ま
ち
の　
　
　


　


色
々
な
人
と
協
力
す
る


　
「
和
」
と
方
言
の
「
○
◯


　


っ
ち
ゃ
」
を
合
わ
せ
る


【
イ
メ
ー
ジ
】


・
体　


緑
豊
か
な
大
地


・
頭
の
上　


長
門
の
ま
ち
な
み


・
頭
の
N
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ　


長
門
市
の


　


シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
色


■
問
い
合
わ
せ　


企
画
政
策
課
市
民


　


協
働
推
進
室　


℡
23
‐
１
１
７
２


「
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
が
決
定


　
　
　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
用
心


〜
健
康
に
は
住
宅
環
境
も
関
係
し
て
い
ま
す
〜
　
　
　


●


　


 


分
後


90


120


115


110


105


100


95
寒さで血圧上昇


湯温で急激に血圧低下


寒い浴室（10℃）
（
収 


縮 


期 


血 


圧
）


●
服
を
脱
ぐ


　（入
浴
行
動
）


●
浴
室
に
入
る


　体
を
洗
う


● ●
出
浴


●
服
を
着
る


15
●


　


 


分
後


25　お
湯
に
つ
か
る


図 1　浴室温の違いによる入浴後の血圧変化
寒い浴室では血圧の変動が大きいことがわかります


出典：Kanada,et al.,K,Effects of the Thermal Conditions of the Dressing  Room and   


             Bathroom on Physiological Responses during Bathing 


暖かい浴室（25℃）


※
優
秀
賞
は
、
学
年
別
・　


　


五
十
音
順
で
掲
載
し
て


　


い
ま
す
（
３
月
１
日


　


由
来
：
ま
ち
の　
　
　


　


色
々
な
人
と
協
力
す
る


　
「
和
」
と
方
言
の
「
○
◯


　


っ
ち
ゃ
」
を
合
わ
せ
る


▲出前講座のようす
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毎月19日は「ながと食の日」


栄養価（１人分）
エネルギー…87kcal
たんぱく質…5.7g
脂　　　質…4.2g
塩分相当量…2.0g
カルシウム…226mg


ほっちゃテレビ放送予定
4 ／11（金）・4／13（日）


水道修繕当番店（４月）
地　区 公　道　部 邸　内　部


長門地区 ㈲天満水道
℡ 26-0024


㈲天満水道
℡ 26-0024


三隅地区 田村建材㈱℡22-2036
℡ 080-2924-4617*


田村建材㈱℡22-2036
℡ 080-2924-4617*


日置地区 ㈱清和   ℡ 37-2266
℡ 090-9065-7172*


㈱大工燃料工業所
℡ 22-2219


油谷地区 ㈱おきた
℡ 32-1034


㈱おきた
℡ 32-1034


主食


副菜


主菜


牛乳・乳製品 果物


■食事バランスガイド


消費者トラブルＱ＆Ａ


　引越業者に電話で見積り依頼した。見
積り後契約したが、引越当日「荷物が多
い」と見積額以上の代金と見積料を請求


された。請求どおり支払わなければならないだろ
うか。また、引越中に洗濯機に傷をつけられ、お
気に入りの靴も無くなってしまった。これらは損
害賠償してもらえないのだろうか。


　多くの引越業者は、国土交通省が定め
る標準引越約款を使用しており、この中
で見積料は無料と定められています。ま


た、引越業者は引越日の 2日前までに、見積書
の記載内容の変更の確認を行うことになっている
ので、引越当日に、見積額以上の代金を請求され
ても支払うことはありません。
　引越業者に起因する荷物の破損や紛失について
は、引越業者が損害賠償責任を負うことが明記さ
れています。引越後は、荷物の紛失や破損がない
か確認し、問題がある場合はすみやかに業者に損
害賠償を請求しましょう。ただし、引越日から３ヵ
月以内に通知しないと、引越業者の責任は消滅し、
１年を経過したときは時効となります。
　業者選びは低料金の広告などに惑わされず、運
送約款をしっかりと読み、契約しましょう。


引越トラブルについて


Ｑ


Ａ


問い合わせ　長門市消費生活センター   　  ℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999


作り方
①  小松菜は、塩を入れた熱湯で気持ち硬めに茹でて水にとり、水気を絞って３cm長さ
のざく切りにする。
②アサリの水煮はざるにあげて、水気を切っておく。
③ボールにＡを混ぜ合わせ、砂糖・みそ・豆板醤を加えてよく混ぜる。
④③のボールに②と①を入れて手早く混ぜ、半ずりごまを加えて和える。


食推おすすめ料理 長門市食生活改善推進協議会


ワンポイントアドバイス
小松菜はさっと茹で、食べる直前に和えましょう。


※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください


小松菜  …1 束（300g）
塩　  …少々
アサリの水煮缶 …1缶（50g）
　しょうゆ  …大さじ 1
　酒  …大さじ 1弱
　酢  …大さじ 1/2
砂糖  …大さじ 1
みそ  …大さじ 1/2


小松菜とアサリの辛味あえ  ーピリ辛で味に変化を！！ー


豆板醤  …小さじ 1/2
半ずりごま  …10g


４ 月のカレンダー 2014 April ４
１ 火


●行政相談／三隅支所／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）


２ 水


３ 木


４ 金


５ 土


６ 日
●湯本温泉まつり／湯本温泉／9時～16時　●おとづれ夜市「じゃらんじゃらん」／音信川河川公園／10時～21時


７ 月


８
火


●市内小・中学校入学式　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●行政相談／ラポールゆや／10時～12時　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-
2811）　


９ 水
●無料法律相談／三隅支所／10時～15時／要予約（℡23-1299）


10
木


上下水道使用料納期限（通・仙崎・日置・油谷地区）　●ウォーキングで健康づくり／長門市保健センター／9時
30分～11時　●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時


11 金
12 土


●三隅鮎放流2014／三隅川河川公園「清流」／9時30分～


13 日
●ながといきいきお買い物券販売開始／長門商工会議所、ウェーブ、フジ長門店／9時～　●第5回子どもたちによ
るフレッシュコンサート／ルネッサながと／14時～


14 月
●行政相談／日置支所／10時～12時　●ながといきいきお買い物券販売開始／長門商工会議所、通公民館、仙崎
公民館、俵山白猿の湯／10時～


15 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●心の健康相談／長門健
康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）


16 水
●人権・行政相談／市役所1階市民相談室／10時～12時


17 木
●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）


18 金
●法テラス設立8周年記念無料法律相談会／山口県弁護士会萩法律相談センター／13時30分～16時30分


19 土
毎月19日は「ながと食の日」　●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～16時　●俵山温泉祭り／俵
山温泉／10時～17時


20 日
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～15時　●俵山温泉祭り／俵山温泉／10時～17時　●第7回
やまぐちバス博／フジ長門店駐車場／10時30分～　●パパママ入門教室／長門健康福祉センター／13時30分～16時


21 月
●酒害相談／長門健康福祉センター／15時～17時／要予約（℡22-2811）


22 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●骨髄バンク登録受付・
Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）


23 水
●無料法律相談／市役所1階市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）　


24 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時　


25 金
26 土
27 日


●第43回長門市武道館落成記念弓道大会／長門市武道館弓道場／9時～


28 月
29 火


「昭和の日」「ながと生涯学習の日」　


30 水 　


*は休日・夜間のみ


●イベント　●相談・健診


Ａ


※突然の発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市
　応急診療所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）


休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号


4 ／ 6 日
長門市応急診療所 27-0199


岡田病院 23-0033


4 ／13 日
長門市応急診療所 27-0199


斎木病院 26-1211


4 ／ 20 日
長門市応急診療所 27-0199


長門総合病院 22-2220


4 ／ 27 日
長門市応急診療所 27-0199


岡田病院 23-0033


4 ／29 火
長門市応急診療所 27-0199


斎木病院 26-1211


5 ／ 3 土
長門市応急診療所 27-0199


長門総合病院 22-2220
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『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）


編
集
後
記


　


２
月
23
日
（日）
、
旧
青
海
島
小
学
校
周


辺
を
会
場
に
第
20
回
青
海
島
健
康
マ
ラ


ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


　


こ
の
大
会
に
は
、
設
定
タ
イ
ム
に
い


か
に
近
い
タ
イ
ム
で
走
れ
る
か
を
競
う


「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
の
部
」
や
親
子
や


兄
弟
な
ど
で
走
る
「
ペ
ア
の
部
」
な
ど
、


ユ
ニ
ー
ク
な
種
目
が
あ
り
ま
す
。


　


記
念
大
会
と
な
っ
た
大
会
に
参
加
し


た
約
170
人
の
選
手
は
、
海
や
青
海
湖
の


見
え
る
コ
ー
ス
を
走
り
、
心
地
の
良
い


汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
ペ
ア
の
部
に


出
場
し
た
参
加
者
は
「
子
ど
も
と
一
緒


に
走
っ
て
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
た
。
ま


た
一
緒
に
走
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。


表
紙
の
説
明


第
20
回
青
海
島
健
康
マ
ラ
ソ
ン


ど
っ
ち
が
勝
っ
た
？


長門市のDATA
〔平成26年3月１日〕


人　口 37,313 人 ( -24)
　　男 17,217 人 (   -4)
　　女 20,096 人 ( -20)
世帯数 16,296 世帯 ( -15)


( ) 内は先月比


〔２月分〕 出生 16 人 死亡 42 人
 転入 　52人 転出  50 人


「
お
番
」
の
晩
は
雪
の
こ
ろ
、


雪
は
な
く
て
も
暗
の
こ
ろ
。


く
ら
い
夜
み
ち
を
お
寺
へ
つ
け
ば
、


と
て
も
大
き
な
蝋ら
ふ
そ
く濁
と
、


と
て
も
大
き
な
お
火
鉢
で
、


明
る
い
、
明
る
い
、
あ
た
た
か
い
。


大
人
は
し
つ
と
り
お
話
で
、


子
供
は
騒
い
ぢ
や
叱
ら
れ
る
。


だ
け
ど
、
明
る
く
に
ぎ
や
か
で
、


友
だ
ち
や
み
ん
な
よ
つ
て
ゐ
て
、


な
に
か
し
な
い
ぢ
や
ゐ
ら
れ
な
い
。


更
け
て
お
家
に
か
へ
つ
て
も
、


な
に
か
う
れ
し
い
、
ね
ら
れ
な
い
。


「
お
番
」
の
晩
は
夜
な
か
で
も
、


か
ら
こ
ろ
足
駄
の
音
が
す
る
。


　
　
報
恩
講 


　
　
金
子
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す
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⑤
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さ
さ
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あ
う
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健
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
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▲親子３人でゴールを目指す


　


３
月
14
日
未
明
の
地
震
、
皆
さ
ん


は
大
丈
夫
で
し
た
か
▼
私
は
、
ち
ょ


う
ど
布
団
に
入
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で


緊
急
地
震
速
報
が
鳴
り
ま
し
た
。
一


瞬
、
判
断
に
迷
い
、
身
構
え
る
こ
と


し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
▼
揺
れ
が


収
ま
る
と
、ネ
ッ
ト
で
震
源
を
調
べ
、


津
波
は
大
丈
夫
か
確
認
。
長
門
の


震
度
が
３
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
緊
急
情
報
を
ア
ッ


プ
し
た
後
、
寝
る
こ
と
に
し
ま
し
た


▼
広
報
な
が
と
は
、
こ
の
よ
う
な
場


合
で
も
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
情


報
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な


紙
面
を
、
こ
れ
か
ら
も
作
っ
て
い
き


た
い
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
わ


か
り
や
す
く
、
楽
し
い
話
題
も
工
夫


し
て
掲
載
し
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る


広
報
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
（
い
）
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主な内容
● 特集 平成26年度予算を徹底解説　「ながと再生実行予算」  2 ～ 7ページ
● より身近で、より便利な市役所を目指して  8 ～ 9ページ
● 協働による新たな長門市の創造　「第3次長門市経営改革プラン」を策定　10～11ページ
● 長門の人 「三隅地域環境パートナーシップ会議　福田 保太郎 さん」　15ページ
● くらしの情報  16 ページ～
　・固定資産縦覧帳簿を縦覧できます　・国保・介護・後期高齢者医療保険料の仮徴収について
　・浄化槽の補助制度　・国保の制度改正のお知らせ　・平成26年度市民相談関係日程表　・新清掃工場
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どっちが勝った？／第20回青海島健康マラソン


力
を
振
り
絞
っ
て
、ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト








「
な
が
と
再
生
実
行
予
算
」


　


平
成
26
年
度
予
算
は
、「
地
域
の
再
生
」
と
「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
創
り
」


を
本
格
的
に
実
行
し
て
い
く
た
め
の
「
な
が
と
再
生
実
行
予
算
」
と
位
置
付


け
ま
し
た
。
国
や
県
と
連
携
を
密
に
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
を
効
率


的
で
実
効
性
の
高
い
も
の
へ
と
磨
き
あ
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な


施
策
展
開
を
見
据
え
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。


方
針
１


　
「
な
が
と
成
長
戦
略
」
の
着
実
な
推
進


　


平
成
25
年
９
月
に
策
定
し
た
「
な
が
と


成
長
戦
略
行
動
計
画
」
に
掲
げ
る
「
５
つ


の
目
標
」
と
「
18
の
具
体
的
な
取
り
組
み
」


を
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
展


開
し
て
い
き
ま
す
。


　


ま
た
、
こ
れ
を
統
括
的
・
総
合
的
に
進


め
る
た
め
、「
成
長
戦
略
推
進
課
」
を
設


置
し
ま
し
た
。


２
つ
の
基
本
方
針


方
針
２


　
「
チ
ー
ム
な
が
と
」
に
よ
る
協
働
の
推
進


　
「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
を
創
る
」
た
め


に
は
、
市
民
、
事
業
者
、
関
係
団
体
お
よ


び
行
政
が
「
チ
ー
ム
な
が
と
」
と
し
て
主


体
的
に
参
画
し
、
か
つ
、
連
携
し
な
が
ら


着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。


　
「
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
聴
き
、
市
民


と
協
働
し
行
動
す
る
」
た
め
の
予
算
確
保


の
も
と
、
協
働
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り


組
む
こ
と
と
し
ま
す
。


▲施政方針を表明する大西市長


平
成
26
年
度
予
算
を
徹
底
解
説


１. 災害に強いまちづくり　
　　　大雨を含め、地震や風水害による被害を減じる「防災・減災」への取り組み等


防災行政無線整備事業
市民に正確かつ迅速な災害情報を伝
達するため、屋外拡声器等を市内全
域に順次整備する


367,000


長門地区告知端末機整
備事業


防災および行政情報伝達のため、屋
外に持ち出し可能な FM ラジオ受信
の機能を有する告知端末機を通地区・
俵山地区に整備する


29,160


その他事業
消防庁舎建設事業
消防機庫等整備事業
自主防災組織育成事業
橋りょう改修事業


82,347
15,940
1,596


34,960自治会による防災訓練のようす


２．安心して暮らせる住みよいまちづくり 　
　　　人口減少と少子高齢化の加速に対応した、市民が安心して暮らせるための体制や環境整備への取り組み


合併処理浄化槽維持管理
費補助金


専用住宅の合併処理浄化槽管理者に対
し、法定検査に係る費用を補助する 3,630


市営住宅田屋床団地建替事業 平成 26 年度 16 戸、平成 27 年度 6
戸建築 351,416


その他事業


臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金
学校施設耐震化事業
油谷小学校改築事業
長門市地域公共交通推進事業
新リサイクル施設整備事業
超高速インターネット接続サービス事業


213,212
447,000
 987,791
　4,365
14,148
13,550建設中の油谷小学校校舎


3．観光都市長門の顔づくり　
　　　「何度でも行ってみたくなる魅力都市・長門の創出」に向けた取り組み等


集客イベント推進事業
全国やきとリンピック、ながと仙崎花火大
会、N-1 グランプリ、汗汗フェスタ等の開
催経費を一部補助する


10,060


ながと成長戦略推進事業


＊俵山地区散策したくなるまちづくり
　推進事業
＊俵山温泉まちづくり交流施設整備事業
＊宿泊地等魅力創造支援事業
＊仙崎まちなか金子みすゞギャラリー事業
＊戦略的情報発信事業


3,100
1,916
3,600
1,885
7,800やきとリンピックが 5 年ぶりに


長門市にやってくる


4. 産業振興による活力あるまちづくり
　　　雇用拡大への積極的支援や産業振興による地域経済活性化に向けた取り組み等


地域雇用創出事業
新たに正社員を雇い入れ、継続的な雇
用を創出する市内事業所に対して賃金
の 1/2 以内を補助する（上限有り）


45,390


優良繁殖雌牛導入事業 市が保有する繁殖雌牛の貸付や購入経
費の一部を補助する 11,854


その他事業
長門市水産物需要拡大推進事業
県営中山間地域総合整備事業　
＊農地集積・基盤強化推進事業  
＊販路開拓支援事業


2,000
45,000
10,102
12,000


山口県畜産共進会でも評価の高い
長門の牛


5．交流・連携・協働による市民主体のまちづくり
　　　地域課題克服のため、市民と行政が一体となった協働へ向けた取り組み等


地域おこし協力隊設置事業 青海島地区に新たに地域おこし協力隊
員を配置する 11,706


市民活動団体活性化事業 市民活動団体が主体的に企画・実施す
る公益性の高い事業について補助する 1,769


その他事業 集落機能再生事業
お互い様ネットワーク地域協働交付金事業


5,219
4,900青海島地区では都市部の高校の


修学旅行を受け入れている


6．スポーツの振興によるまちづくり　
　　　「スポーツをして、みて、ささえる『チームながと』の実現」に向けた取り組み等


ながとスポーツ公園整備事業 ジョギングコース、グラウンドゴルフ
コース、多目的広場等整備 60,000


ラグビーワールドカップ
キャンプ招致事業


2019 年に日本で開催されるラグビー
ワールドカップのキャンプを招致する 750


その他事業
我がまちのスポーツ推進事業　
全国健康福祉祭開催準備事業
全国少年少女野球教室開催事業　


11,080
1,600


211
スパスタジアムは山口県の新たな
ラグビーの聖地に


7．行財政改革の推進　
　　　第 3 次長門市経営改革プランに基づく「経営型」の行政運営に向けた取り組み等


職員研修事業 一般研修のほか、県や下関市など自治
体間、他団体との人事交流を実施する 8,773


日置支所庁舎移転事業 日置保健センターを支所として整備
し、移転する 9,829


地方公営企業法適用移行
支援事業（下水道事業）


平成 28 年度からの地方公営企業法の
一部（財務）適用に向けた移行準備業
務を行う


26,946職員研修のようす。経営感覚を学び、
市民サービス向上のため取り組む


「
７
つ
の
重
点
施
策
」
の
取
り
組
み


＊は成長戦略事業（単位：千円）


　


平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額


222
億
４
千
万
円
で
、
７
つ
の
重
点
施
策
を


実
現
す
る
施
策
展
開
を
、
最
大
限
考
慮
し


た
予
算
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。


　


そ
の
取
り
組
み
内
容
は
、
下
図
に
示
す


と
お
り
で
す
。


7つの重点施策


2014.4.1 23


特 集 平 成26年 度 予 算 を徹底解説
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３
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
目
に
見
え
る


　


安
心
・
安
全
化


４
何
度
で
も
行
っ
て
み
た
く
な
る
魅
力
都


　


市
・
長
門
の
創
出


５
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
や
魅
力
あ
る
観


　


光
資
産
を
い
つ
ま
で
も
絶
や
さ
な
い
た


　


め
の
体
制
確
保


18
の
具
体
的
な
取
り
組
み


①
一
市
一
農
場
構
想
の
推
進


②
自
然
栽
培
米
等
の
供
給
基
地
化


③
長
州
黒
か
し
わ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上


④
長
州
な
が
と
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化


⑤
長
門
の
優
れ
た
特
産
品
の
開
発
と
産
地


　


化
の
促
進


⑥
水
産
物
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り


⑦
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化
の
推
進


⑧
販
路
開
拓
の
推
進


⑨
司
令
塔
づ
く
り
（
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
設
立
）         


⑩
地
元
直
売
所
の
整
備


⑪
安
心
・
安
全
な
農
水
産
物
づ
く
り


⑫
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築


⑬
仙
崎
地
区
の
観
光
振
興


⑭
俵
山
地
区
の
観
光
振
興


⑮
湯
本
地
区
の
観
光
振
興


⑯
そ
の
他
地
区
の
観
光
振
興


⑰
所
得
の
向
上
お
よ
び
労
働
意
欲
の
向
上


　


に
よ
る
後
継
者
・
承
継
者
の
確
保


⑱
技
術
・
事
業
経
営
の
実
習
体
験
、
受
入


　


体
制
の
整
備


（
平
成
25
年
９
月
策
定
）


︿
参
考
﹀


な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画


５
つ
の
目
標


１
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
育
成


２
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
大
都
市
圏
展
開


７
つ
の
重
点
施
策
と
連
携
す


る
︑
成
長
戦
略
関
連
事
業


　


全
国
的
に
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で


景
気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
中
、
本
市


に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
景
気
の
低
迷
が


続
い
て
い
ま
す
。


　


ま
た
、
若
年
層
の
流
出
が
著
し
い
本
市


で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
加
速


化
し
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民
福


祉
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。


　


こ
の
課
題
の
対
応
策
と
し
て
、
平
成
25


年
度
か
ら
５
年
間
、
農
林
水
産
業
に
お
け


る
「
年
収
１
、０
０
０
万
円
」
化
と
産
業


全
体
で
「
５
年
間
で
550
人
の
雇
用
創
出
」


を
数
値
目
標
と
し
た
「
な
が
と
成
長
戦
略


　


素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
と
温
泉
を
有


し
、
し
か
も
、
香
月
泰
男
画
伯
、
童
謡
詩


人
金
子
み
す
ゞ
な
ど
、
世
界
に
も
広
が
る


文
化
的
資
産
に
も
囲
ま
れ
、
地
域
で
の
繋


が
り
・
温
か
み
を
感
じ
な
が
ら
、
安
心
し


て
生
活
で
き
る
の
が
、
こ
こ
長
門
の
良
さ


長
門
の
自
然
や
風
土
を
生
か
し


チ
ー
ム
な
が
と
で
取
り
組
む


で
す
。
雇
用
の
場
と
所
得
の
向
上
が
確
保


す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
や
後
継
者


は
出
て
く
る
も
の
と
信
じ
、「
18
の
具
体


的
な
取
り
組
み
」
を
着
実
に
実
行
に
移
し


て
い
き
ま
す
。


　


行
動
計
画
の
基
本
に
、「
な
が
と
ブ
ラ


ン
ド
」
を
全
国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を


据
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
質
的
な
価


値
と
と
も
に
、「
な
が
と
」
を
戦
略
的
な


ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
、「
長
門
の
自
然
資
産
・


歴
史
的
資
産
・
特
産
物
等
の
資
産
」
と
「
長


門
の
歴
史
風
土
、
健
康
や
安
全
へ
の
こ
だ


わ
り
、
そ
し
て
、
資
産
形
成
の
ス
ト
ー


リ
ー
」
と
を
合
わ
せ
、
長
門
に
住
む
人
々


の
「
人
・
自
然
に
対
す
る
や
さ
し
さ
」
を


一
体
と
し
て
、
外
に
向
か
っ
て
発
信
し
て


い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。


　


事
業
者
、
農
林
・
水
産
団
体
、
学
校
、


産
業
従
事
者
な
ど
と
、
行
政
と
の
協
働
、


あ
る
い
は
お
互
い
同
士
の
協
働
な
ど
、


「
チ
ー
ム
な
が
と
」
と
し
て
、
ま
た
国
や


県
と
も
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ


れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。


　


市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
理
解
と


協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


1. 地域資産の活用による高付加価値型商品・サービスの開発（145,091 千円）　
　目標：「ながとブランド」の育成


・農地集積・基盤強化推進事業【重点】
　　「一市一農場による農産物の安定供給体制づくり」を推進するため、
　　農地の集積および再配分を県の設置する中間管理機構を活用し実施


・地域産品開発事業 ・長州ながと和牛ブランド化事業
・長州黒かしわブランド化戦略事業  ・種苗中間育成推進事業
・キジハタ種苗放流事業　・安心・安全な食づくり推進事業▲幻の高級魚と言われるキジハタ


2. 大都市圏への販路開拓（44,340 千円）　
　目標：「ながとブランド」の大都市圏展開


・販路開拓支援事業【重点】
　　「ながとブランド」の全国展開を目指し、大都市圏に長門の物産品
　　を販売する会社を設立し、同会社への出資と販路開拓を支援


・成長戦略地域活性化プロジェクト推進事業
　　直売施設を含む仙崎地区のグランドデザインを作成
・水産物等直売アンテナショップ運営事業等▲買い物客で賑わう海幸仙崎


3. 安心・安全な食づくりの推進（3,130 千円）
　目標：「ながとブランド」の目に見える安心・安全化


・伝統野菜等販売戦略事業
　　伝統野菜の田屋なす、長門ゆずきち、白オクラおよび自然栽培米の
　　テキスト化を行い、食材の有益性を市外に発信
・畜産堆肥活用対策推進事業
・安心・安全な食づくり推進事業等▲その味が人気の長門ゆずきち


4. 観光資産の魅力創出と連携（67,258 千円）　
　目標：何度でも行ってみたくなる魅力都市・長門の創出


・俵山地区散策したくなるまちづくり推進事業【重点】
　　俵山全体構想に掲げてある施策に地域が取り組む活動や温泉街の　
　 　トータルデザイン策定への支援
・俵山温泉まちづくり交流施設整備事業【重点】
　　湯治温泉再興のためのコア施設である旧川の湯を地元と湯治客の交
　 　流施設にリニューアルする取り組みの支援
・仙崎まちなか金子みすゞギャラリー事業


　　　　　　　　　　　　 ・宿泊地等魅力創造支援事業　・戦略的情報発信事業等▲情緒あふれる俵山温泉旅館街


5. 後継者・承継者の確保および新規就業の創出（69,634 千円）　
　目標：「ながとブランド」や魅力ある観光資産をいつまでも絶やさないための体制確保


・ながと成長戦略検討会議開催事業
・長門市就農円滑化対策事業
・創業等支援事業
　　創業等を考えている人を対象に、創業等支援相談会を開催
・経営体育成支援事業▲ながと成長戦略検討会議のようす


「ながと成長戦略行動計画」の５つの目標に沿った事業展開


行
動
計
画
」
の
取
り
組
み
や
集
落
機
能
再


生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。


　


平
成
26
年
度
予
算
で
は
、
前
項
の
７
つ


の
重
点
施
策
と
連
携
し
︑
一
体
的
に
取
り


組
む
た
め
、
成
長
戦
略
行
動
計
画
に
基
づ


い
た
５
つ
の
目
標
に
合
わ
せ
て
左
ペ
ー
ジ


の
と
お
り
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 長門の自然、風土、特産品を市民と行政との協働で活かす
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人件費
3,855,631
 （17.3％）


   扶助費
3,207,751
  （14.4％）


   公債費
3,141,138
 （14.1％）


その他
329,361
  （1.5％）


普通建設事業費
    3,816,529
      (17.2％）


災害復旧事業費
   3,100
   （0.0％）


物件費
2,750,575
（12.4％）


補助費等
2,206,318
（9.9％）


繰出金
2,929,597
（13.2％）


 


維持補修費
 　　  193,320
貸付金　99,272
積立金　　　  10
投資及び出資金
             16,759
予備費   20,000


義務的経費
 10,204,520
　　（45.8％）


    その他の経費
  8,215,851
（37.0％）


歳出総額
22,240,000


投資的経費
3,819,629
  （17.2％）


市税
3,684,832
（16.6％） 諸収入


539,502
（2.4％）


その他
951,342
 （4.3％）


国庫支出金
2,184,487
   （9.8％）


県支出金
1,580,637
（7.1％）


　市　債
3,858,100
  （17.3％）


地方交付税
8,650,000
（38.9％）


その他
791,100
   （3.6％）


歳入総額
22,240,000


自主財源
 5,175,676
     （23.3％）


依存財源
　　17,064,324
　　　（76.7％）


分担金及び負担金
　　  　171,196
使用料及び手数料
        　509,050
財産収入 49,852
繰入金  203,242
繰越金               1
寄附金    18,001


地方譲与税    210,000
利子割交付金   10,800
配当割交付金     6,900
株式等譲渡所得割交付金
                         1,500
地方消費税交付金
                    500,000
ゴルフ場利用税交付金
                         8,600
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         4,300


平成26年度 一般会計予算の構成
（単位：千円）


7


会計別
予算額


（単位：千円）
前年度当初予算額
（単位：千円）


増減額
（単位：千円）


対前年度伸率
（単位：％）


一般会計 22,240,000 20,075,000 2,165,000 10.8
特別会計 12,431,703 11,685,904 745,799 6.4
　国民健康保険事業 5,319,614 5,351,590 ▲ 31,976 ▲ 0.6
　公共下水道事業 1,732,940 1,074,842 658,098 61.2
　湯本温泉事業 91,098 93,635 ▲ 2,537 ▲ 2.7
　漁業集落排水事業 107,374 106,430 944 0.9
　農業集落排水事業 586,718 556,979 29,739 5.3
　介護保険事業 3,801,506 3,774,160 27,346 0.7
　電気通信事業 125,655 111,928 13,727 12.3
　後期高齢者医療事業 666,798 616,340 50,458 8.2
一般会計＋特別会計 34,671,703 31,760,904 2,910,799 9.2
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各
会
計
の
予
算
に
つ
い
て


　


平
成
26
年
度
の
全
会
計
の
予
算
規
模


は
、
346
億
72
百
万
円
と
な
り
、
前
年
比
プ


ラ
ス
29
億
11
百
万
円
、
プ
ラ
ス
9.2
％
と
大


幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。


　


こ
れ
は
、
主
に
一
般
会
計
の
増
額
に
よ


る
も
の
で
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業


（
対
前
年
度
比
３
億
67
百
万
円
、
皆
増
）


や
萩
市
と
共
同
実
施
し
て
い
る
新
可
燃
ご


み
焼
却
施
設
整
備
に
係
る
負
担
金
（
対
前


年
比
４
億
85
百
万
円
、
155
・
９
％
増
）
市


営
住
宅
田
屋
床
団
地
建
替
事
業
（
対
前


年
比
３
億
20
百
万
円
、
１
０
１
４
・
７
％


増
）
油
谷
小
学
校
改
築
事
業
（
対
前
年
比


２
億
82
百
万
円
、
39
・
９
％
増
）
な
ど
、


継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
大
型
建


設
事
業
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。


　


特
別
会
計
で
は
、公
共
下
水
道
事
業
で
、


東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
な
ど
の


長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
施
設
更
新
お
よ


び
維
持
管
理
に
よ
る
事
業
費
の
増
（
対
前


年
比
６
億
24
百
万
円
、
407
・
８
％
増
）
な


ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。


　


ま
た
、
電
気
通
信
事
業
で
は
、
超
高
速


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
事
業


（
対
前
年
比
14
百
万
円
、
皆
増
）
の
開
始


に
よ
る
事
業
費
の
増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま


す
。


平成 26年度一般会計予算を家計簿にすると


収　入 金　額
（万円）


割　合
（％）


給料（市税） 500 16


パート収入
（使用料、手数料、諸収入等）


210 7


預貯金の取り崩し
（財政調整基金繰入金） 30 1


親からの仕送り
（地方交付税） 1,240 38


子ども手当
（各種交付金等） 110 4


住宅改築補助金等
（国・県支出金） 540 17


ローン借り入れ
（市債） 550 17


合　計 3,180 100


支　出 金　額
（万円）


割　合
（％）


食費（人件費） 550 17


医療費（扶助費） 460 15


ローン返済（公債費） 450 14


家の増改築費
（普通建設事業） 550 17


光熱水費等の生活費
（物件費、維持補修費） 420 13


自治会、サークル活動費
（貸付金・補助費等） 330 11


子どもへの仕送り
（繰出金） 420 13


預貯金などの貯蓄
（積立金） 0 0


合　計 3,180 100
貯金と借金 金　額


（万円）


預貯金残高（基金残高） 770


ローン残高（市債残高） 3,720


※給料を年収 500 万円とした場合


財
政
用
語
の
説
明


　


市
の
予
算
や
決
算
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ


る
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。


歳
入


●
自
主
財
源　


市
が
自
主
的
に
集
め
ら
れ


　


る
財
源
の
こ
と
。
市
税
、
使
用
料
、
手


　


数
料
、
財
産
収
入
、
繰
入
金
、
諸
収
入


　


等
が
あ
る


▼
市
税　


皆
さ
ん
が
、
市
に
税
金
と
し
て


　


納
め
た
お
金


▼
財
産
収
入　


土
地
や
家
屋
な
ど
、
市
が


　


所
有
す
る
財
産
を
貸
し
付
け
た
り
、
売


　


り
払
っ
た
り
し
て
得
ら
れ
る
お
金


●
依
存
財
源　


国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た


　


り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
の


　


こ
と
で
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、


　


県
支
出
金
、
市
債
等
が
あ
る


▼
地
方
交
付
税　


皆
さ
ん
が
国
に
納
め
た


　


税
金
の
一
部
で
、
市
の
財
政
状
況
等
に


　


応
じ
て
配
分
さ
れ
る
お
金


▼
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金　


皆
さ
ん
が


　


国
や
県
に
納
め
た
税
金
の
一
部
で
、
特


　


定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
交
付
さ
れ


　


る
お
金


▼
市
債　


市
が
事
業
を
実
施
す
る
た
め


　


に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る


　


お
金


歳
出


●
義
務
的
経
費　


主
に
、
そ
の
支
出
が
義


　


務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
節
減
で
き
な
い


　


経
費
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費


▼
人
件
費　


一
般
職
員
の
ほ
か
、
市
長
、


　


副
市
長
、
議
員
お
よ
び
各
種
委
員
等
の


　


給
与
や
報
酬


▼
扶
助
費　


生
活
困
窮
者
、
障
害
者
、
子


　


ど
も
、
高
齢
者
等
の
生
活
や
医
療
の
支


　


援
に
か
か
る
お
金


▼
公
債
費　


市
の
借
金
（
市
債
）
を
返
す


　


た
め
に
使
わ
れ
る
お
金


●
投
資
的
経
費　


主
に
公
共
施
設
の
建
設


　


事
業
な
ど
、
将
来
に
残
る
も
の
の
た
め


　


に
支
出
さ
れ
る
お
金


▼
普
通
建
設
事
業
費　


道
路
や
学
校
、
公


　


園
等
の
公
共
施
設
整
備
に
か
か
る
お
金


●
物
件
費　


消
耗
品
や
備
品
の
購
入
費
、


　


光
熱
水
費
、
委
託
料
等


●
補
助
費
等　


個
人
や
各
種
団
体
、
一
部


　


事
務
組
合
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
等


●
繰
出
金　


特
別
会
計
に
対
し
て
、
建
設


　


費
、
事
務
費
等
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る


　


お
金


●
基
金　


市
が
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に


　


積
み
立
て
る
資
金


■
問
い
合
わ
せ　


財
政
課
財
政
係　


℡
23
‐
１
２
５
４


特 集 平 成26年 度 予 算 を徹底解説


注）左ページ下に用語について説明しています
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・
成
長
戦
略
推
進
課
を
新
設


・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
健
康


　


増
進
課
に
移
管
し
、
長
門
市
地
域


　


医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置


・
土
木
技
術
職
員
の
地
区
担
当
制
を


　


導
入


・
各
支
所
は
経
済
施
設
課
を
総
合
窓


　
口
課
に
統
合


市
民
福
祉
部
の
組
織
改
編
で


は
、
福
祉
課
の
高
齢
福
祉
係


を
廃
止
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
や
介


護
予
防
事
業
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地


域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
健
康
増
進


課
に
移
管
し
、
長
門
市
地
域
医
療
連


携
支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
長
門
市
応
急


診
療
所
）
へ
配
置
し
ま
し
た
。


　


健
康
増
進
課
で
は
、
健
康
企
画
係


を
廃
止
、
保
健
師
を
地
区
担
当
制
と


し
、
各
支
所
に
配
置
し
ま
す
。
生
活


環
境
課
は
、
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


内
へ
移
動
し
ま
し
た
。


経
済
観
光
部
で
は
、
企
画
総
務


部
企
画
政
策
課
の
成
長
戦
略


推
進
室
を
廃
止
し
、
成
長
戦
略
推
進


課
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。
農
林


課
に
は
一
市
一
農
場
推
進
室
を
新
設


し
、日
置
支
所
内
へ
配
置
し
ま
し
た
。


よ
り
身
近
で
、
よ
り
便
利
な
市
役
所
を
目
指
し
て


  副  市  長


教　育　長


　市　長


　　　　　　


　教  育  委  員  会


　市　　 議　　 会


　選挙管理委員会


　監　 査　 委　 員


　農  業  委  員  会


水道事業管理者（市長）


男女共同参画担当・文化振興担当
金子みすゞ 記念館
香月泰男美術館


中央公民館・通公民館・仙崎公民館・俵山公民館・三隅公民館
日置農村環境改善センター・宇津賀公民館・向津具公民館・図書館
図書館ゆや分館・ラポールゆや（油谷中央公民館）・宗頭文化センター


建　設　部


会計管理者


企画総務部


市民福祉部


経済観光部


消防本部


事  務  局


事  務  局


各　支　所


企画政策課　　　　企画調整係


　　　　　　　　　広報広聴係


　　　　　 市民協働推進室　　


　　　　　ＣＡＴＶ放送センター　　


防災危機管理課


総　務　課　　　　行政係・人事係・情報推進係


　　　　　　　　　通出張所・仙崎出張所・俵山出張所


            秘　書　室


　　　　　経営改革室


財　政　課　　　　財政係・監理管財係


税　務　課　　　　市民税係・固定資産税係


　　　　　  徴 収 対 策 室


市　民　課　　　　窓口係・市民相談係


　　　　　人権推進室


　　　　　消費生活センター


生活環境課　　　　環境衛生係・廃棄物対策係（長門市保健センター内）


　　　　　 清  掃  工  場　　　　庶務係・焼却施設第１係・焼却施設第２係・破砕施設係


福　祉　課　　　　福祉係・介護支援係・保護係


　　　　　 子ども未来室　　  公立保育園・宗頭幼稚園


保　険　課　　　　賦課管理係・医療給付係・徴収係


健康増進課　　　　健康推進係


　　　　　地域医療連携室


　　　　　地域包括支援センター　（長門市地域医療連携支援センター内）


成長戦略推進課


商工水産課　　　　水産漁港係


　　　　　  商工振興室


農　林　課　　　　農政畜産係・耕地係・林務係・農林土木係


　　　　　一市一農場推進室　（日置支所内）


観　光　課　　　　観光振興係・観光施設係


都市建設課　　　　管理係・土木係・建築係・都市整備係・地籍係


下水道課　　　　管理係・建設係・業務係


　　　　　東深川浄化センター　　維持係・保全係


水　道　課　　　　総務係・建設係・工務係・浄水場


会　計　課　　　　会計係


総　務　課　　　　庶務係


予　防　課　　　　調査指導係・危険物係


警　防　課　　　　警防係・救急係


中央消防署　　　　第１小隊・第２小隊・第３小隊


西消防署　　　　第１小隊・第２小隊・第３小隊


教育総務課　　　　総務係・管理係


　　　　　　　　　市内小・中学校


　　　　　長門市学校給食センター


　　　　　   日置学校給食センター


学校教育課　　　　学事係・指導係


生涯学習スポーツ振興課　　生涯学習係・スポーツ振興係


　　　　　  文化財保護室　　  くじら資料館・村田清風記念館・日置民俗資料館


　　　　　　　　　庶務係・議事係・調査係


選挙管理委員会事務局


　監査委員事務局


　農業委員会事務局


総合窓口課　　　　地域窓口班・経済施設班


　　　　　　　　　向津具出張所・宇津賀出張所  （油谷支所）


　　　　　


成 長 戦 略
推 進 課


都市建設課 下 水 道 課


水 道 課


農 林 課


農業委員会


エ
レ
ベ
ー
タ
ー


コピー室


監
査
事
務
局


ト
イ
レ


トイレ


都市建設課
建 築 係


倉 庫


建
設
部
長


総 務 課
（情報推進係）


北側駐車場


別 館


健康相談室 滅 菌 室


ホ ー ル


健 診 室


記
録
保
管
室


トイレ トイレ
身
体
障
害
者
用


ト


イ


レ


湯


沸


室


会 議 室
（１）


健康増進課生活環境課


玄 関


←
中
央
公
民
館
へ


長門市役所


JR 長門市駅


長門総合病院


長門警察署


至下関


至萩至美祢


長門市応急診療所
長門市地域医療連携支援センター
（地域包括支援センター）


ＪＡ長門大津


長門市保健センター


（平成 26年 4月 1日現在） 　
市
で
は
、「
第
３
次
長
門
市
組
織
機
構
改
編
計
画
」
の
２
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
政
策
目


標
を
実
現
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
組
織
の
改
編
と
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。


主
な
改
編


第
３
次
組
織
機
構
改
編
計
画
に
よ
る
見
直
し


生活環境課（長門市保健センター 1階）


地域包括支援センター（長門市地域医療連携支援センター内）


成長戦略推進課（本庁２階）


建
設
部
で
は
、
各
支
所
に
維
持


管
理
業
務
担
当
の
技
術
職


員
を
配
置
し
た
上
で
、
都
市
建
設
課


土
木
技
術
職
員
の
地
区
担
当
制
を
導


入
し
ま
し
た
。
東
部
担
当
（
長
門
地


区
・
三
隅
地
区
）
を
本
庁
都
市
建
設


課
内
に
、
西
部
担
当
（
日
置
地
区
・


油
谷
地
区
）
を
油
谷
支
所
内
に
そ
れ


ぞ
れ
配
置
し
ま
し
た
。


各
支
所
に
お
い
て
は
、
経
済
施


設
課
を
廃
止
し
、
総
合
窓
口


課
に
統
合
し
た
上
で
、
班
制
を
導
入


し
、
地
域
窓
口
班
と
経
済
施
設
班
を


配
置
し
ま
し
た
。


　


次
号
で
は
、
長
門
市
職
員
の
人
事


異
動
を
掲
載
し
ま
す
。


　


ま
た
、
主
な
業
務
内
容
ご
と
に
担


当
係
の
電
話
番
号
を
記
載
し
た
「
長


門
市
役
所
ミ
ニ
ガ
イ
ド
」
を
配
布
し


ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


総
務
課
人
事
係


℡
23
‐
１
１
１
４
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協
働
に
よ
る
新
た
な
長
門
市
の
創
造


「
第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
経
営
型
行
政
運
営
を
目
指
す


11


　


市
で
は
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源


（
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
）
を
有
効


に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実


を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
２
次
８
年


に
わ
た
り
「
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ


ン
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革
に
取
り


組
ん
で
き
ま
し
た
。


　


し
か
し
、
人
口
の
減
少
と
少
子
高


齢
化
の
進
行
、
地
域
経
済
の
低
迷
、


権
限
移
譲
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
環


境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。


　


そ
こ
で
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る


行
政
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
新
た
な


視
点
で
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た


め
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
29
年
度


ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る


「
第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」


を
策
定
し
ま
し
た
。


　
「
第
３
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ


ン
」
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
行


政
改
革
実
施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
て


い
ま
す
。


　
「
行
政
改
革
大
綱
」
は
、
行
政
運


営
の
考
え
方
と
改
革
の
方
向
性
を
示


し
た
『
方
針
』
で
す
。


　


こ
の
大
綱
は
、
民
間
の
委
員
で
構


成
す
る「
長
門
市
行
政
改
革
懇
話
会
」


か
ら
の
提
言
を
尊
重
し
、
市
長
を
本


部
長
と
す
る
「
長
門
市
行
政
改
革
推


進
本
部
」
で
検
討
を
重
ね
策
定
し
ま


し
た
。


●
改
革
の
必
要
性


　


大
綱
で
は
、
改
革
の
必
要
性
と
し


て
次
の
４
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。


１ 


行
政
運
営
の
改
革


　


財
政
や
人
員
体
制
な
ど
行
政
に
お


け
る
経
営
資
源
の
限
界
か
ら
、
地
域


の
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
全
て
を
行


政
が
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ


て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
、
自
治


会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
等
が
役


割
と
責
任
を
分
担
し
合
い
、
住
み
良


い
「
長
門
市
」
を
創
っ
て
い
く
こ
と


が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


２ 


職
員
の
意
識
改
革


　


厳
し
い
財
政
状
況
や
少
子
高
齢
化


を
起
因
と
し
た
課
題
な
ど
、
全
て
の


職
員
が
危
機
意
識
を
共
有
し
、
改
革


に
向
け
て
力
強
く
進
む
こ
と
が
求
め


ら
れ
て
い
ま
す
。


３ 


財
政
運
営
の
健
全
化


　


歳
入
規
模
・
構
造
に
見
合
っ
た
歳


出
構
造
へ
の
転
換
を
図
る
と
と
も


に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
選
択
と


集
中
の
徹
底
、
公
共
施
設
の
抜
本
的


な
見
直
し
を
進
め
る
な
ど
持
続
可
能


な
財
政
運
営
を
目
指
す
よ
う
求
め
ら


れ
て
い
ま
す
。


４ 


地
域
活
力
の
向
上


　
「
市
民
協
働
条
例
」
や
「
な
が
と


成
長
戦
略
指
針
」
に
基
づ
く
取
り
組


み
と
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
連
動


さ
せ
、
市
民
、
地
域
、
団
体
、
企
業
、


行
政
が
共
通
認
識
の
も
と
、
地
域
活


力
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と


が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


●
改
革
の
理
念


　
〝
自
ら
の
ま
ち
の
あ
り
方
は
、
自


ら
が
考
え
、
自
ら
で
創
り
あ
げ
る
〞


こ
と
を
基
本
に
、
市
民
と
行
政
と
の


協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活


力
の
向
上
を
目
指
し
て
改
革
を
進
め


る
た
め
、「
協
働
に
よ
る
新
た
な
長


門
市
の
創
造
」
を
改
革
理
念
と
し
ま


す
。


●
改
革
の
視
点


　


行
政
改
革
は
、
こ
の
長
門
市
を
健


全
な
姿
で
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た


ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
取
り


組
み
で
す
。


　


こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
管
理


型
」
行
政
運
営
か
ら
、
財
政
の
健
全


化
や
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
中
心


と
し
た
『
量
の
改
革
』
と
市
民
目
線


に
立
っ
た
質
の
高
い
、
き
め
細
か
な


サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
率
的
に
供
給
で


き
る
『
質
の
改
革
』
を
併
せ
て
行
う


「
経
営
型
」
行
政
運
営
へ
の
転
換
を


目
指
し
ま
す
。


策
定
の
背
景


行
政
改
革
大
綱


　
「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
は
、「
行


政
改
革
大
綱
」
を
着
実
に
実
行
す
る


た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
を


示
し
た
『
計
画
書
』
で
す
。


　


行
政
改
革
推
進
本
部
で
進
行
状
況


を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
必
要


に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す
な
ど
、
柔


軟
か
つ
的
確
に
実
施
し
て
い
き
ま


す
。


■
問
い
合
わ
せ　


総
務
課
経
営
改
革


　


室　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
２
１


　


gyoukauku@
city.nagato.lg.jp


行
政
改
革
実
施
計
画


市
民
サ
ー
ビ
ス


の
向
上


行政サービスの充実 窓口業務の充実、市税等納入方法の多様化、地域福祉の充実など


業務マニュアルの充実と活用 業務マニュアルの充実、窓口業務用対応マニュアルの統一など


行政評価を活用した事務・事業の
点検


行政評価システムの改善、総合計画や予算・決算との連携と公
表など


協
働
に
基
づ
く
取
り
組
み


お
よ
び
成
長
戦
略
の
推
進


協働の仕組みづくり 市民活動支援センターの設置及び公民館との連携など


市民と行政の情報の共有化 告知端末機の整備、助成制度の整理と発信、タウンミーティン
グ等の見直しなど


協働主体の育成と連携 地域づくり協議会設立の推進、市民活動団体の支援、ネットワー
クの確立など


成長戦略の推進 農地集積バンクの設立、合同会社（LLC）の設立、観光プロモー
ション活動など


　


職
員
の


　


意
識
改
革


人材育成システムの再構築 人材育成基本方針の改定


職員研修の充実 研修計画の策定と実施、人事交流の推進など


職員提案制度等の活用 職員提案制度運用の見直し


人事管理の整備・充実 人事評価制度の拡充など


重点課題 1：市民ニーズへの的確な対応（質の改革）


持


続


可


能


な


財


政


運


営


歳入の確保 収納率の向上、使用料・負担金等の適正化、広告料等新たな財
源の確保など


歳出の見直し 職員数の削減等による人件費の抑制、庁用車の適正管理、投票
所の見直しなど


計画的な財政運営 財政健全化判断比率の適正化、地方債残高の縮減、水道ビジョ
ンの策定など


効
率
的
・
効
果
的
な


組
織
体
制
の
整
備


定員管理の適正化 定員適正化計画の推進


組織機構の見直し 組織機構改編計画に基づく組織機構の見直しなど


業務の電子化の推進 業務継続計画の策定、個人番号制度の導入、自治体クラウドの
研究など


アウトソーシングの検討と実施 保育園・公民館・CATV・リサイクル施設など


公
共
施
設
の


効


率


的


な


設
置
・
運
営


施設管理台帳の整備と公共施設等
総合管理計画の策定 公共施設のデータベース化、公共施設等総合管理計画の策定


施設運営の整理・合理化 庁舎、保育園、学校給食センターなど


重点課題 2：効率的・効果的な行政経営（量の改革）


※「第3次長門市経営改革プラン」と行政改革懇話会の「提言書～輝ける長門市の将来に向けて～」は、　市ホームペー
　ジに掲載しています。また、本庁総務課経営改革室および各支所で閲覧することもできます


行政改革懇話会の提言書を大西市長
に手渡す黒瀬会長（昨年 11 月 20 日）


「行政改革実施計画」の主な取り組み　








門の話題長
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３
月
８
日
（土）
、
香
月
泰
男
美
術


館
で
「
特
別
展
「
香
月
泰
男
没
後


40
年
香
月
泰
男
《
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ


リ
ー
ズ
》
よ
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン


グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


は
じ
め
に
大
西
市
長
が
「
こ
の


機
会
に
多
く
の
人
に
来
場
し
て
い


た
だ
き
、
香
月
の
思
い
に
触
れ
て


も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま


し
た
。


　


テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
に
行
わ
れ
た


ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
県
立


美
術
館
の
萬
屋
健
司
専
門
学
芸
員


が
「
図
録
と
は
違
い
、
本
物
を
見


て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
見
ご


た
え
の
あ
る
作
品
ば
か
り
」
と
話


し
ま
し
た
。
ま
た
、
香
月
画
伯
の


表
現
方
法
の
特
徴
や
技
法
、
修
復


作
業
の
工
程
な
ど
を
ど
わ
か
り
や


す
く
説
明
し
ま
し
た
。


香
月
泰
男
没
後
40
年　
《
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
》
よ
り


描
き
続
け
た
シ
ベ
リ
ヤ
の
記
憶


▲作品の前で解説をする県立美術館学芸員の萬屋さん
▼香月婦美子名誉館長らによるテープカット


俵
山
地
区
お
互
い
様
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
黄
色
い
旗
運
動
」


安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に


　


３
月
３
日
（月）
、
俵
山
公
民
館


で
「
俵
山
地
区
お
互
い
様
ネ
ッ
ト


ワ
ー
ク
黄
色
い
旗
運
動
」
の
開
始


式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


開
始
式
で
は
、「
黄
色
い
旗
」


の
除
幕
が
行
わ
れ
、
俵
山
地
区
社


会
福
祉
協
議
会
の
藤
野
忠
次
郎
会


長
が「
老
い
も
若
き
も
全
員
参
加
。


１
人
１
役
と
い
う
気
持
ち
で
こ
の


運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」


と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。


　
「
黄
色
い
旗
運
動
」
は
、
軒
先


な
ど
に
黄
色
い
旗
を
掲
げ
「
今
日


も
元
気
で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー


ジ
を
周
辺
に
伝
え
る
も
の
で
す
。


　


黄
色
い
旗
運
動
は
、
こ
の
日
か


ら
俵
山
地
区
全
422
世
帯
で
一
斉
に


実
施
さ
れ
ま
す
。


▲「黄色い旗」のデザインが除幕される


▼デザインした俵山中の山下さん（左）と俵山小の西村さん（右）


「
通
鯨
唄
」
の
引
継
式


鯨
唄
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
る


　


３
月
４
日
（火）
、
通
小
学
校
で
通


地
区
の
伝
統
芸
能
「
通
鯨
唄
」
の


引
継
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


こ
の
式
は
、
卒
業
す
る
６
年
生


2
人
か
ら
下
級
生
に
通
鯨
唄
の
伝


統
と
と
も
に
法
被
や
太
鼓
の
ば
ち


を
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。


　


式
で
は
、
全
校
児
童
25
人
が
最


後
と
な
る
鯨
唄
を
披
露
。
歌
い
終


え
る
と
、
６
年
生
の
福
嶋
瑞
貴
君


が
法
被
を
、
福
岡
未
来
君
が
太
鼓


の
バ
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
５
年
生
の
代


表
に
手
渡
し
ま
し
た
。


　


式
の
最
後
に
は
、
児
童
全
員
で


指
導
を
務
め
た
保
存
会
の
会
員
に


「
自
信
を
持
っ
て
歌
え
る
よ
う
に


な
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ


で
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。


海
上
交
通
安
全
祈
願
祭


交
通
安
全
と
繁
盛
を
祈
る


　


３
月
２
日
（日）
、
仙
崎
の
青
海
島


観
光
汽
船
桟
橋
広
場
で
、
海
上
交


通
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し


た
。
こ
の
祈
願
祭
は
、
観
光
船
な


ど
海
上
交
通
の
安
全
を
祈
願
す
る


も
の
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


　


従
業
員
と
関
係
者
合
わ
せ
て
約


20
人
が
出
席
し
、
仙
崎
の
八
坂
神


社
宮
司
に
よ
り
安
全
祈
願
神
事
が


行
わ
れ
ま
し
た
。


　


神
事
が
終
わ
る
と
、
事
前
に
応


募
し
た
人
た
ち
が
乗
船
し
、出
航
。


県
内
各
地
か
ら
140
人
が
参
加
し
、


７
隻
に
分
か
れ
て
約
40
分
の
海
上


パ
レ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。


　


こ
の
観
光
船
は
、
迫
力
あ
る
海


上
ア
ル
プ
ス
の
景
観
を
楽
し
む
こ


と
が
で
き
ま
す
。


完
全
統
合
後
、
初
め
て
の
大
津
緑
洋
高
校
卒
業
式


伝
統
を
託
し
、
新
た
な
旅
立
ち


　


３
月
１
日
（土）
、
大
津
緑
洋
高
校


大
津
校
舎
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま


し
た
。
今
回
の
卒
業
式
は
、
大
津


高
校
・
水
産
高
校
・
日
置
農
業
高


校
が
完
全
統
合
さ
れ
て
か
ら
初
め


て
と
な
り
、
卒
業
す
る
生
徒
と
保


護
者
、
各
校
舎
の
２
年
生
、
教
職


員
等
約
600
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。


　


清
水
利
宏
校
長
は
、「
皆
さ
ん


の
新
し
い
旅
立
ち
に
期
待
し
、
こ


▲答辞を述べる大津校舎の村岡美紀さん（左）、水産校舎の静間
　萌々子さん（中央）、日置校舎の田中翼さん（右）


の
地
で
活
躍
を
見
守
っ
て
い
ま


す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。


　


卒
業
生
答
辞
で
は
、
各
校
舎
か


ら
１
人
ず
つ
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、


家
族
や
先
生
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば


を
述
べ
ま
し
た
。


　


今
年
の
卒
業
生
は
、
大
津
校
舎


115
人
、
水
産
校
舎
38
人
（
専
攻
科


７
人
含
む
）、
日
置
校
舎
54
人
の


計
207
人
で
し
た
。


2014.4.1 12







2014.4.1 14


リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
が
見
つ
か
る


竜
宮
城
か
ら
の
使
者
が
白
潟
へ


　


３
月
７
日
（金）
、
仙
崎
白
潟
の
海


岸
で
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
」


が
見
つ
か
り
ま
し
た
。


　


発
見
さ
れ
た
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ


カ
イ
は
、
438
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。


深
海
の
中
層
に
す
む
、
世
界
最
大


の
硬
骨
魚
で
す
。
発
見
し
た
大
田


さ
ん
は
「
こ
ん
な
近
く
で
見
ら
れ


る
と
は
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
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ち
び
な
が
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
９


仮
想
商
店
街
で
仕
事
を
体
験


　


２
月
23
日
（日）
、「
ち
び
な
が
商


店
街
を
つ
く
ろ
う
９
」
が
ル
ネ
ッ


サ
な
が
と
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ


ま
し
た
。


　


こ
の
企
画
は
、
仮
想
の
商
店
街


で
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
商
品
を


製
作
・
販
売
し
た
り
、
店
舗
の


オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ


と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
職
業
体
験


を
し
て
も
ら
お
う
と
、
ち
び
な
が


商
店
街
実
行
委
員
会
が
毎
年
開
催


し
て
い
ま
す
。会
場
に
は
飲
食
店
、


文
房
具
店
、
駄
菓
子
屋
、
ス
ポ
ー


ツ
店
な
ど
38
店
舗
が
軒
を
連
ね
多


く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。


　


ま
た
、
飲
食
店
も
用
意
さ
れ
食


事
を
す
る
家
族
連
れ
な
ど
で
い
っ


ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。


実
習
船
「
海
友
丸
」
が
遠
洋
航
海
を
終
え
帰
港


た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
を


　


３
月
13
日
（木）
、
１
月
に
出
航
し


た
大
津
緑
洋
高
校
水
産
校
舎
の
実


習
船
「
海
友
丸
」
が
航
海
を
終
え


て
仙
崎
岸
壁
に
帰
港
し
ま
し
た
。


　


海
友
丸
は
、
海
洋
技
術
科
2
年


生
28
人
と
専
攻
科
１
年
生
６
人
を


乗
せ
、
今
年
１
月
10
日
に
仙
崎
を


出
航
し
ま
し
た
。


　


下
船
式
で
は
、
海
洋
技
術
科
２


年
の
高
山
桂
さ
ん
が
「
こ
の
航
海


で
集
団
行
動
の
大
切
さ
や
厳
し
さ


な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ


れ
か
ら
の
学
校
生
活
な
ど
に
生
か


し
て
い
き
た
い
」
と
実
習
生
を
代


表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。


　


下
船
し
て
家
族
に
出
迎
え
ら
れ


た
生
徒
は
、
う
れ
し
そ
う
に
話
を


し
て
い
ま
し
た
。


▼元気に下船する実習生


▲仮想店舗で働く参加者


意
志
を
継
ぎ
、
放
流
を
続
け
る


　


三
隅
豊
原
で
鮎
の
養
殖
業
を
営


ん
で
い
た
故
原
川
龍
浩
さ
ん
が
、


三
隅
上
地
区
に
住
む
友
人
か
ら


「
川
で
ア
ユ
を
見
た
こ
と
が
な
い
」


と
言
わ
れ
、
放
流
を
決
心
。
福
田


さ
ん
ら
仲
間
と
と
も
に
放
流
を
始


め
、
そ
の
意
志
を
引
き
継
い
だ
仲


間
の
手
に
よ
り
、
今
も
な
お
続
い


て
い
ま
す
。


こ
よ
な
く
愛
す
る
三
隅
川


　


子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
く
遊
ん
だ


門の長


こ
よ
な
く
愛
す
る
三
隅
川
を


　
　
　
　


い
つ
ま
で
も
美
し
く


　


三
隅
地
区
を
流
れ
る
三
隅
川
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
り
、


毎
年
「
ア
ユ
の
放
流
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


　


４
月
12
日
（土）
、
三
隅
川
河
川
公
園
「
清
流
」
に
お
い
て
、
生
き
物


が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
育
つ
美
し
い
川
で
あ
る
よ
う
に
と
の
想
い
を


込
め
、
約
１
０
、０
０
０
匹
の
ア
ユ
が
放
流
さ
れ
ま
す
。


　


三
隅
地
域
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
の
三
隅
川
保
全
部
会
で


活
動
を
続
け
る
福
田
さ
ん
は
、
放
流
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に


三
隅
川
の
美
し
さ
、
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。


三
隅
川
。「
昔
は
サ
ケ
が
豊
原
ま


で
よ
う
上
が
っ
て
き
よ
っ
た
」
と


懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
農
繁


期
に
サ
ケ
が
遡
上
す
る
と
、
く
わ


を
矛
に
持
ち
替
え
、
鮭
を
追
い
か


け
て
い
た
そ
う
で
す
。


　


サ
ケ
の
遡
上
は
、
昨
年
も
10
匹


ほ
ど
確
認
で
き
た
よ
う
で
、
三
隅


川
は
現
在
も
、
昔
と
変
わ
り
な
い


環
境
に
あ
る
よ
う
で
す
。


愛
情
を
持
っ
て
見
守
る


　


河
川
監
視
員
を
10
年
以
上
務


め
、
月
に
２
度
上
流
か
ら
下
流
を


パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。


　


人
一
倍
愛
情
を
持
っ
て
三
隅
川


を
見
つ
め
、
県
に
川
の
よ
う
す
を


報
告
し
た
り
河
川
環
境
に
つ
い
て


要
望
し
た
り
し
て
ま
す
。


三
隅
川
と
と
も
に


　


三
隅
川
保
全
部
会
の
主
な
活
動


は
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
放
流


と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
行
う
つ
か


み
取
り
。「
い
つ
か
こ
の
公
園
で


鮎
の
塩
焼
き
を
食
べ
さ
せ
て
、
今


以
上
に
川
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら


い
た
い
」
と
夢
を
語
り
ま
す
。


　


福
田
さ
ん
の
生
活
は
、
誰
よ
り


も
愛
情
を
注
ぎ
、
見
守
っ
て
き
た


三
隅
川
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。


山口県知事選挙
投・開票結果


　　平成 26 年 2月 23 日執行
長門市 男 女 計


当日有権者数（人） 14,281 17,312 31,593


投票者数（人） 6,903 8,744 15,647


投票率（％） 48.34 50.51 49.53


候補者氏名 党派 長門市 山口県
当 村岡 つぐまさ 無 所 属 11,703 286,996


たかむら 勉 無 所 属 2,605 115,763


ふ じ い 直 子 日本共産党 1,095 46,402


無効票その他 244 7,813
計 15,647 456,974


■問い合わせ　
　長門市選挙管理委員会　℡ 23-1167


福田 保太郎　ふくだ やすたろう


昭和 13年 11月 9日、長門市三隅生まれ。平成
10年からアユの放流を始める。平成 13年４月、
幅広い環境保全活動を推進しようと設置された三
隅地域環境パートナーシップ会議「三隅川保全部
会」に活動が引き継がれ、現在に至る。75歳。








らしの情報く
市
か
ら
の


お
知
ら
せ


く
ら
し
の
情
報


2014.4.1 1617


国
民
年
金
保
険
料
額
が


変
わ
り
ま
す


　


平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３


月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月


額
１
５
、２
５
０
円
と
な
り
ま
す
。


　


国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金


国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者
医
療


保
険
料
の
仮
徴
収
に
つ
い
て


　


平
成
26
年
２
月
の
保
険
料
を
、
年


金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に


よ
っ
て
納
め
て
い
る
人
に
つ
い
て


は
、２
月
の
保
険
料
と
同
額
を
４
月
・


６
月
・
８
月
支
給
の
年
金
か
ら
、
仮


徴
収
し
ま
す
。


　


な
お
、
10
月
以
降
の
保
険
料
に
つ


い
て
は
、
６
月
中
旬
に
発
送
予
定
の


保
険
料
額
決
定
通
知
書
（
後
期
高
齢


者
医
療
保
険
は
７
月
中
旬
）
記
載
の


と
お
り
、
新
た
に
決
定
し
た
１
年
間


の
保
険
料
か
ら
す
で
に
仮
徴
収
し
た


金
額
を
差
し
引
き
、
残
り
の
額
を
10


月
・
12
月
・
翌
年
２
月
支
給
の
年
金


か
ら
３
回
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。


■ 


特
別
徴
収
の
中
止
に
つ
い
て


　


国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢


　


者
医
療
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て


　


は
、
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人
に


固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
を


縦
覧
で
き
ま
す


■ 


期
間　


４
／
１ 


（火）
～
６
／
２ 


（月）


８
：
30
～
17
：
15


※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く


■ 


場
所　


本
庁
税
務
課
、
各
支
所


※
支
所
は
そ
の
地
区
分
の
み


■ 


縦
覧
制
度　


評
価
が
適
正
か
ど
う


か
判
断
で
き
る
よ
う
に
土
地
・
家


屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と


が
で
き
る
制
度
で
す


■ 


記
載
内
容　


所
在
、
地
番
、
地
目
、


地
積
、
価
格
、
家
屋
番
号
、
種
類
、


構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
次


■ 


縦
覧
で
き
る
人　


固
定
資
産
税
の


納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
同
居
の


親
族
、
共
有
者
（
連
帯
納
税
義
務


者
）、
所
有
者
の
相
続
人
、
固
定


資
産
税
の
納
税
管
理
人
、
納
税
者


か
ら
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状


が
必
要
で
す
）


※ 


運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で


き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い


■ 


路
線
価
等　


路
線
価
・
標
準
宅
地


の
価
格
に
つ
い
て
公
開
し
ま
す


※
公
開
場
所
は
本
庁
税
務
課


■ 


固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の


審
査
申
出


　


 


４
／
１


（火）
～
納
税
通
知
書
を
受
け


取
っ
た
日
か
ら
60
日
以
内


■ 


問
い
合
わ
せ　


税
務
課
固
定
資
産


税
係　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
２
５


機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ


り
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ


い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座


振
替
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
申


込
は
、
預
貯
金
口
座
を
持
つ
金
融
機


関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
の
窓


口
、
年
金
事
務
所
、
市
役
所
本
庁
お


よ
び
各
支
所
の
年
金
担
当
係
窓
口
で


受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人


は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通


帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
て


く
だ
さ
い
。


　


学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
︑
毎
年


必
要
で
す
︒
平
成
26
年
４
月
か
ら
の


国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
を


希
望
す
る
人
は
、
学
生
証
も
し
く
は


在
学
証
明
書
の
写
し
と
印
鑑
を
持
参


し
て
く
だ
さ
い
。


■ 


問
い
合
わ
せ


・
市
民
課
窓
口
係


℡
23
‐
１
２
２
６


・
日
本
年
金
機
構
萩
年
金
事
務
所


℡
０
８
３
８
‐
24
‐
２
１
５
８


年
金
出
張
相
談
所
開
設


　


萩
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
受
給


や
請
求
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
出


張
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。


■
開
設
場
所
・
日
時


・
市
役
所
本
庁
（
３
階
会
議
室
）


　
　


毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日


　


10
：
00
～
12
：
00


13
：
00
～
16
：
00


■ 


問
い
合
わ
せ


・
市
民
課
窓
口
係


℡
23
‐
１
２
２
６


・
日
本
年
金
機
構
萩
年
金
事
務
所


℡
０
８
３
８
‐
24
‐
２
１
５
８


　


限
っ
て
申
請
に
よ
り
特
別
徴
収
を


　


中
止
し
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る


　


こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
介
護


　


保
険
料
に
つ
い
て
は
、
中
止
す
る


　


こ
と
が
で
き
ま
せ
ん


■ 


問
い
合
わ
せ　


保
険
課
賦
課
管
理


係　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
０


℡
23
‐
１
１
４
３


給
湯
器
の
配
管
目
詰
ま
り
に


注
意
し
て
く
だ
さ
い


　


新
築
や
改
築
等
に
伴
い
、﹁
ヒ
ー


ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
器
﹂
や
﹁
電
気
式


給
湯
器
﹂
を
使
用
す
る
家
庭
が
増
え


て
お
り
、
給
湯
器
の
配
管
が
目
詰
ま


り
し
た
と
い
う
内
容
の
問
い
合
わ
せ


が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。


　


配
管
の
目
詰
ま
り
は
、
水
道
水
を


加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
含
ま
れ
て


い
る
硬
度
（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ


シ
ウ
ム
等
の
ミ
ネ
ラ
ル
）
成
分
が
、


配
水
管
の
内
側
で
固
ま
る
こ
と
が
原


因
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。


　


設
置
す
る
前
に
は
、
水
道
水
の
硬


度
等(


水
道
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の


｢


水
源
・
水
質
情
報｣)


を
確
認
し
、


給
湯
器
メ
ー
カ
ー
等
設
置
業
者
と
十


分
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。


■ 


問
い
合
わ
せ　


水
道
課
総
務
係


　


℡
23
‐
１
１
６
９


全
国
大
会
出
場


お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


● 


第
19
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者


交
流
大
会
／
３
月
４
日
～
５
日
／


東
京
都
千
代
田
区　


グ
ラ
ン
ド


ア
ー
ク
半
蔵
門


　


谷
村��


康
子
（
仙
崎
大
日
比
区
）


叙
勲
受
章


瑞
宝
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）


元
長
門
市
助
役


  


近
藤
　
雅 


さ
ん


　
88
歳
（
東
深
川
正
明
市
２
区
）


契
約
の
基
礎
知
識
そ
の
10


︻
問
︼
携
帯
電
話
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


を
閲
覧
中
に
年
齢
確
認
ボ
タ
ン
を
ク


リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、﹁
登
録
完
了
。


３
日
以
内
に
登
録
料
を
お
振
り
込
み


く
だ
さ
い
。
お
振
り
込
み
が
な
い
場


合
は
自
宅
へ
伺
い
ま
す
﹂
と
表
示
さ


れ
ま
し
た
。
自
分
は
登
録
し
た
つ
も


り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切
な
対
応
に


﹁
○
﹂、
不
適
切
な
対
応
に
﹁
×
﹂
を


し
て
く
だ
さ
い
。　


①
自
宅
に
来
ら
れ
て
は
困
る
の
で
、


　


登
録
料
を
支
払
う　
　
　
﹁　
　


﹂


②
登
録
料
は
支
払
う
が
、
今
後
が
心


　


配
な
の
で
携
帯
電
話
を
解
約
す
る


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹁　
　


﹂


③
登
録
し
た
覚
え
が
な
い
と
返
信　


　


メ
ー
ル
を
送
る   　
　
　


 ﹁　
　


﹂
④
連
絡
も
せ
ず
、
登
録
料
の
支
払
い


　


も
し
な
い   　
　
　
　
　


 ﹁　
　


﹂


︻
解
説
︼　


登
録
し
た
覚
え
が
な
い
場


合
は
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は


言
え
ず
、
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ


ん
。
連
絡
を
す
る
と
個
人
情
報
を
知


ら
れ
か
ね
な
い
の
で
連
絡
も
し
な
い


方
が
よ
い
で
す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス


か
ら
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
な


い
の
で
、
自
宅
に
来
る
と
は
考
え
ら


れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
携
帯
電
話
を
解


約
す
る
と
解
約
料
も
発
生
し
ま
す
。


支
払
い
を
す
る
と
不
当
請
求
事
業
者


に
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
返


金
も
困
難
と
な
る
の
で
、
④
の
よ
う


に
一
切
無
視
す
る
べ
き
で
す
。


︻
回
答
︼


　


①
﹁
×
﹂　


②
﹁
×
﹂　


③
﹁
×
﹂


　


④
﹁
◯
﹂


■ 


問
い
合
わ
せ　


長
門
市
消
費
生
活


セ
ン
タ
ー　
　


℡
23
‐
１
１
１
５


消
費
者
力
Ｕ
Ｐ
コ
ー
ナ
ー


チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う


下
水
道
に
係
る
井
戸
水
等
を


使
用
す
る
皆
さ
ん
へ


　


水
道
水
以
外
の
水
（
井
戸
水
等
）


を
下
水
道
に
流
す
場
合
で
、
次
の
と


き
は
届
出
が
必
要
で
す


■�


井
戸
水
等
の
使
用
を
始
め
る
と
き


・
新
た
に
井
戸
水
等
を
使
用
し
始
め


　


た
場
合


・
水
道
水
の
み
使
用
し
て
い
た
が
新


　


た
に
井
戸
水
等
を
使
用
す
る
場
合


■�


井
戸
水
等
の
使
用
を
や
め
た
と
き


・
井
戸
水
等
の
使
用
を
や
め
水
道
水


　


の
み
を
使
用
す
る
場
合


・
使
用
者
が
い
な
い
た
め
井
戸
水
等


　


の
使
用
を
や
め
る
場
合


■�


既
に
井
戸
水
等
を
使
用
し
て
い
る


場
合
で
使
用
の
形
態
を
変
更
し
た


と
き


・
水
道
水
や
井
戸
水
等
の
使
用
場
所


　


や
使
用
水
を
変
え
た
場
合


・
併
用
し
て
い
た
水
道
水
の
使
用
を


　


や
め
た
場
合


■�


井
戸
水
等
を
使
用
す
る
世
帯
人
員


に
変
更
が
あ
っ
た
と
き


・
就
学
・
就
職
・
入
院
・
入
所
な
ど


　


に
よ
る
長
期
不
在
（
お
お
む
ね　


　


一
ヵ
月
以
上
）、
転
入
・
転
出
・


　


転
居
に
よ
る
世
帯
人
数
の
変
更
が


　


生
じ
た
場
合
（
住
民
票
の
有
無
を


　


問
わ
な
い
）


■ 


問
い
合
わ
せ　


下
水
道
課
管
理
係


　


℡
23
‐
１
１
９
０


危
険
物
取
扱
者
試
験︵
前
期
︶


■ 


試
験
種
別　


甲
種
、
乙
種
、
丙
種


■ 


願
書
受
付
期
間


・ 


書
面
申
請　


４
／
11 


（金）
～
22 


（火）


・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請


　


４
／
８


（火）
～
19 


（土）


※ 


願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物


係
お
よ
び
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す


■ 


試
験
日　


６
／
15 


（日）


※ 


時
間
は
試
験
種
別
で
異
な
り
ま
す


※
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す


※ 


乙
種
、
丙
種
は
資
格
制
限
な
し


■ 


試
験
会
場
︵
乙
種
第
４
類
・
丙
種
︶


　


 


長
門
総
合
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン


タ
ー
２
階


※ 


甲
種
、乙
種
第
１
類
・
２
類
・
３
類
・


５
類
・
６
類
に
つ
い
て
は
長
門
市


以
外
の
市
で
実
施
さ
れ
ま
す


■ 


試
験
準
備
講
習
会
日
時
／
場
所


・
５
／
29 


（木）　


９
：
00
～
16
：
00


・
５
／
30 


（金）　


９
：
00
～
16
：
00


長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー


※
希
望
者
の
み
。
受
講
料
が
必
要


※ 


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申


請
が
可
能
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム


ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い


　


http://w
w


w
.shoubo-shiken.or.jp


■ 


問
い
合
わ
せ


　


消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　
　


℡
22
‐
５
２
９
６


長
門
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り


■
日
時　


４
／
19 


（土）
、
20 


（日）


　


９
：
00
～
16
：
00


※
20
日
は
15
：
00
ま
で


※
ス
テ
ー
ジ
発
表　


10
：
00
～


■�
内
容　


ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展


示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
バ
ザ
ー


■�


会
場　


長
門
市
中
央
公
民
館


■�


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
中
央
公
民
館　
　
　
　
　


℡
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‐
１
１
８
１
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山
口
県
健
康
福
祉
祭
参
加
者
募
集


　


市
で
は
、
平
成
26
年
度
山
口
県
健
康
福
祉
祭
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流


大
会
お
よ
び
美
術
展
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。


　


な
お
、
こ
の
大
会
は
、
本
年
10
月
に
開
催
予
定
の
第
27
回
全
国
健
康


福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
と
ち
ぎ
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
い
ま
す
。


■
申
込
方
法　


本
庁
福
祉
課
福
祉


　


係
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、


　


各
支
所
・
出
張
所
備
付
の
参
加
申


　


込
書
ま
た
は
出
品
票
に
必
要
事
項


　


を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ


　


い
※
ゴ
ル
フ
種
目
は
、
山
口
県
ゴ
ル
フ


　


協
会
（
山
口
市
小
郡
高
砂
町
２
‐


　


10
第
1
原
ビ
ル
5
階
℡
０
８
３
‐


　


９
７
３
‐
４
７
０
１
）
に
直
接
申


　


し
込
ん
で
く
だ
さ
い


︻
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
︼


■�


日
時　


５
／
21 


（水）


※
ゴ
ル
フ
種
目
は
、
５
／
８ 


（木）


■
場
所　


山
口
県
維
新
百
年
記
念


　


公
園
、
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ


　


パ
ー
ク
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、
周


　


防
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
ゴ
ル
フ
）


■�


種
目　


卓
球
・
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト


テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ペ
タ


ン
ク
・
弓
道
・
剣
道
・
囲
碁
・
将


棋
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
ゴ
ル
フ


■ 
参
加
資
格　


県
内
在
住
の
60
歳
以


上
（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に


生
ま
れ
た
人
）


■�


申
込
期
限　


４
／
14 


（月）


※
ゴ
ル
フ
種
目
は
、
４
／
８ 


（火）


■
参
加
料　


ゴ
ル
フ
種
目
の
み
３
人


　


１
チ
ー
ム　


６
、
０
０
０
円


※
別
途
プ
レ
イ
代
が
必
要
で
す


■ 


募
集
人
員　


制
限
な
し


︻
美
術
展
︼


■
応
募
資
格　


県
内
在
住
の
60
歳
以


　


上
（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に


　


生
ま
れ
た
人
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の


　


人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品　


　


（
出
品
は
１
人
１
点
）


■
部
門　


日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、


　


工
芸
、
書
、
写
真


■
開
催
期
間　


５
／
28 


（水）
～
６
／
２


（月）


■
開
催
会
場　


防
府
市
地
域
交
流
セ


　


ン
タ
ー


■
応
募
期
間　


３
／
20 


（木）
～
４
／
21 


（月）


■
そ
の
他　


作
品
は
会
場
へ
搬
入
す


　


る
際
に
預
か
り
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ


　


福
祉
課
福
祉
係


　
　
　
　


℡
23
‐
１
２
４
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー


臨
時
調
理
員
募
集


■
職
種　


給
食
調
理
員


■
登
録
か
ら
採
用
ま
で 


　


臨
時
調
理
員
採
用
の
必
要
が
生
じ


　


た
場
合
、
登
録
者
の
中
か
ら
条
件


　


に
合
う
人
を
給
食
セ
ン
タ
ー
が
選


　


考
し
ま
す


■
登
録
︵
申
込
︶
方
法 


　


市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に


　


必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出


※
調
理
師
免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん


　


が
、免
許
を
取
得
し
て
い
る
場
合
、


　


資
格
証
の
写
し
を
添
付
す
る


■ 


問
い
合
わ
せ　


長
門
市
学
校
給
食


セ
ン
タ
ー　
　


℡
23
‐
１
３
３
３


浄
化
槽
の
補
助
制
度


　


市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
保


全
す
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
の
向


上
に
寄
与
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の
設


置
を
す
す
め
て
お
り
、
専
用
住
宅
に


設
置
す
る
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一


部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い


ま
す
。
な
お
、
補
助
基
数
に
は
制
限


が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合


せ
て
く
だ
さ
い
。


■ 


補
助
対
象
地
域


　


 


公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
お
よ
び


農
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
区
域
を


除
く
市
内
全
域


※
事
業
計
画
区
域
内
で
も
補
助
対
象


　


と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細


　


は
、
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い


■ 


浄
化
槽
の
維
持
管
理


　


 


浄
化
槽
の
安
定
し
た
処
理
水
質
を


維
持
す
る
た
め
、
使
用
開
始
後
は


法
定
検
査
（
７
条
検
査
・
11
条
検


査
）
お
よ
び
保
守
点
検
が
義
務
付


け
ら
れ
て
い
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ　


生
活
環
境
課
環
境


衛
生
係　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
４


■浄化槽設置補助金額


人槽区分 補助金額


５人槽 442,000 円


７人槽 568,000 円


10人槽 802,000 円


※ 単独浄化槽から合併浄化
槽への据え替えも補助対
象 と な り ま す。 詳 細 は、
問い合わせてください


国
保
の
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ


70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
し
た


４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の


誕
生
日
を
迎
え
る
人


70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
医
療
費


の
窓
口
負
担
が
２
割
に


　


70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担


は
法
律
上
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す


が
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負


担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年


度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組
み
と
す


る
た
め
に
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る


こ
と
と
な
り
ま
し
た
。


■ 


対
象
者　


平
成
26
年
４
月
２
日
以


降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人


（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日


以
降
の
人
）


■ 


２
割
に
な
る
時
期


　


70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら


※
各
月
の
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ


　


の
月
か
ら


�（例）
平
成
26
年
4
月
2
日
～
5
月
1
日


　


に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人　


　


は
、
5
月
の
診
療
か
ら
2
割
負
担


　


に
な
り
ま
す


※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ
れ


　


ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す


※
窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負
担
上
限


　


額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
70


　


歳
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
人
は
、


　


69
歳
ま
で
の
人
と
比
べ
て
上
限
額


　


が
下
が
り
ま
す


家
庭
用
浄
水
器
の
補
助
制
度


　


市
で
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を


営
む
た
め
に
、
安
心
し
て
飲
用
す
る


こ
と
が
で
き
る
水
の
確
保
を
目
的
に


浄
水
器
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助


す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


　


な
お
、
補
助
台
数
に
は
制
限
が
あ


り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ


て
く
だ
さ
い
。


■ 


補
助
対
象
地
域　


市
内
の
上
水


道
・
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
外（
営


農
飲
雑
用
水
給
水
区
域
は
除
く
）


■ 


補
助
対
象
者　


対
象
地
域
に
住
所


を
有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る
者


　


自
己
の
住
居
の
飲
用
水
を
供
給
す


　


る
た
め
井
戸
を
設
置
し
、
自
ら
水


　


質
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
市
が
指


　


定
す
る
項
目
に
お
い
て
、
水
質
基


　


準
に
適
合
し
な
い
た
め
家
庭
用
浄


　


水
器
（
水
質
基
準
に
適
合
す
る
浄


　


水
能
力
を
有
す
る
も
の
に
限
る
）


　


を
設
置
す
る
人


※
一
般
細
菌
ま
た
は
大
腸
菌
を
滅
菌


　


す
る
機
器
に
つ
い
て
も
、
浄
水
器


　


と
み
な
し
ま
す


■ 


指
定
項
目　


一
般
細
菌
、
大
腸


菌
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
お
よ
び
そ
の
化


合
物
、
鉛
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、


ヒ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、
硝
酸


態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、


フ
ッ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、
ホ


ウ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物


■ 


浄
水
器
設
置
補
助
金
額


　


�


補
助
対
象
浄
水
器
の
設
置
に
要
す


る
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る


額
（
上
限
10
万
円
、
１
、０
０
０
円


未
満
切
り
捨
て
）


■�


問
い
合
わ
せ


　


生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
４


４
月
１
日
ま
で
に
70
歳
の


誕
生
日
を
迎
え
た
人


４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
は


１
割
の
ま
ま
︑
特
例
措
置
の
対
象


■ 


対
象　


平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で


に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人


※
生
年
月
日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日


　


ま
で
の
人


※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ
れ


　


ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す


※
窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負
担
上
限


　


額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ


　


の
上
限
額
も
変
わ
り
ま
せ
ん


■ 


問
い
合
わ
せ　


保
険
課
賦
課
管
理


係　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
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高
齢
者
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ


サ
ー
ビ
ス
の
参
加
者
募
集


　


市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢


者
を
対
象
に
１
泊
２
日
の
宿
泊
サ
ー


ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。﹁
夜
が
不
安
﹂


﹁
出
か
け
た
い
け
ど
機
会
が
な
い
﹂


﹁
気
軽
に
話
せ
る
仲
間
が
欲
し
い
﹂


そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
人
は
、
こ
の
機


会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


■
対
象
者　


市
内
に
居
住
す
る
比
較


　


的
元
気
な
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮


　


ら
し
高
齢
者
で
、
自
立
し
た
生
活


　


が
で
き
る
人


※
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て


　


い
な
い
人


■
実
施
地
区
お
よ
び
宿
泊
場
所


・
俵
山
地
区
︙
俵
山
温
泉


・
油
谷
地
区
︙
パ
タ
屋


・
三
隅
地
区
︙
湯
免
温
泉


・
湯
本
地
区
︙
湯
本
温
泉


※
希
望
者
は
、
自
宅
か
ら
実
施
会
場


　


ま
で
送
迎
し
ま
す


■
実
施
回
数
お
よ
び
利
用
回
数


　


各
地
区
と
も
お
お
む
ね
ね
２
ヵ
月


　


に
１
回
開
催


・
１
人
２
回
ま
で
利
用
可
能


■
利
用
人
数　


各
地
区　


１
回


　


３
人
～
６
人


■
自
己
負
担
金　


１
回
に
つ
き


　


２
、
１
０
０
円
～
３
、
０
０
０
円


※
利
用
地
区
、
利
用
内
容
に
よ
っ
て


　


異
な
り
ま
す


■
申
込
方
法　


市
役
所
福
祉
課
お
よ


　


び
各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け


　


の
利
用
申
請
書
に
、
利
用
希
望
地


　


区
、
月
等
を
記
入
の
上
、
申
し
込


　


ん
で
く
だ
さ
い


※
申
込
の
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
地


　


区
、
希
望
月
の
利
用
が
で
き
な
い


　


場
合
が
あ
り
ま
す


■
申
込
期
限　


随
時
受
付


■
そ
の
他　


実
施
内
容
の
詳
細
に
つ


　


い
て
は
、
後
日
、
利
用
者
に
連
絡


　


し
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係　


　
　
　
　


℡
23
‐
１
２
４
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り


■�


日
時　


４
／
10 


（木）９
：
30
～
11
：
00


■�


集
合
場
所　


長
門
市
保
健
セ
ン


タ
ー


■�


内
容　


ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ


ン
グ
（
観
月
河
川
公
園
周
辺
を
１


時
間
程
度
）


■
持
参
品  　


タ
オ
ル
、
飲
み
物
、


　


運
動
の
で
き
る
服
装


■
参
加
料　


無
料


■
申
込
締
切　


４
／
８


 （火）


■�


問
い
合
わ
せ　


長
門
市
保
健
セ
ン


タ
ー　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
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あ
し
す
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る


﹁
ち
ゃ
わ
か
い
﹂
へ
の
お
誘
い


　


市
で
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
心
配


の
あ
る
人
や
育
児
が
上
手
く
い
か
な


い
と
感
じ
て
い
る
人
、
子
ど
も
の
発


達
が
気
に
な
る
保
護
者
等
を
対
象
に


し
た
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い


ま
す
。
先
輩
パ
パ
・
マ
マ
の
体
験
談


を
聞
い
て
日
ご
ろ
の
悩
み
や
疑
問
な


ど
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て
み


ま
せ
ん
か
。


■�


参
加
費　


お
茶
代
と
し
て
100
円


■�


日
時　


毎
月
第
３
日
曜
日


10
：
00
～
12
：
00


■�


場
所　


Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
（
三


隅
中
村
）


■�


内
容　


ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
﹁
茶


話
会
﹂
の
開
催


■
申
込
先　


Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り


℡
43
‐
１
１
２
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■�


問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


　
　
　
　


℡
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‐
１
２
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実施月日 相談内容 相談場所 実施月日 相談内容 相談場所


４月


１日（火） 行政相談 三隅支所


10月


６日（月） 行政相談 日置支所
８日（火） 行政相談 ラポールゆや ７日（火） 行政相談 三隅支所
９日（水） 無料法律相談 三隅支所 ８日（水） 無料法律相談 三隅支所
14 日（月） 行政相談 日置支所 14 日（火） 行政相談 ラポールゆや
16 日（水） 人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室 15 日（水） 行政相談 長門市役所１階市民相談室
23 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 22 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


5 月


７日（水） 行政相談 日置支所


11月


４日（火） 行政相談 三隅支所、日置支所
13 日（火） 行政相談 ラポールゆや 11 日（火） 人権・行政相談 ラポールゆや
14 日（水） 無料法律相談 日置保健センター 12 日（水） 無料法律相談 日置保健センター
21 日（水） 行政相談 長門市役所１階市民相談室 19 日（水） 人権・行政相談 俵山公民館
28 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 26 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


6 月


２日（月） 人権擁護委員の日
特設相談


長門市役所１階市民相談室


12月


１日（月） 行政相談 日置支所
三隅農業者トレーニングセンター ２日（火） 行政相談 三隅支所
日置保健センター ９日（火） 行政相談 ラポールゆや
ラポールゆや 10 日（水） 無料法律相談 ラポールゆや


３日（火） 行政相談 三隅支所、日置支所 17 日（水） 人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室
10 日（火） 行政相談 ラポールゆや 24 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
11 日（水） 無料法律相談 ラポールゆや


１月


５日（月） 行政相談 日置支所
18 日（水） 人権・行政相談 仙崎公民館 13 日（火） 行政相談 ラポールゆや
25 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 14 日（水） 無料法律相談 三隅支所


7 月


７日（月） 行政相談 日置支所 21 日（水） 行政相談 長門市役所１階市民相談室
８日（火） 行政相談 ラポールゆや 28 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
９日（水） 無料法律相談 三隅支所


２月


２日（月） 行政相談 日置支所
16 日（水） 行政相談 長門市役所１階市民相談室 ３日（火） 行政相談 三隅支所
23 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 10 日（火） 行政相談 ラポールゆや


8 月


４日（月） 人権・行政相談 日置保健センター 12 日（木） 無料法律相談 日置保健センター
５日（火） 行政相談 三隅支所 18 日（水） 人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室
12 日（火） 行政相談 ラポールゆや 25 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
13 日（水） 無料法律相談 日置保健センター


３月


２日（月） 行政相談 日置支所
20 日（水） 人権・行政相談 長門市役所１階市民相談室 ３日（火） 行政相談 三隅支所
27 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室 10 日（火） 行政相談 ラポールゆや


9 月


１日（月） 行政相談 日置支所 11 日（水） 無料法律相談 ラポールゆや
２日（火） 人権・行政相談 三隅農業者トレーニングセンター 18 日（水） 行政相談 長門市役所１階市民相談室
９日（火） 行政相談 ラポールゆや 25 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
10 日（水） 無料法律相談 ラポールゆや
17 日（水） 人権・行政相談 通公民館


24 日（水） 無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


平成26年度 市民相談関係日程表


■消費生活に関する相談
・日時　月〜金曜日（祝日除く）８：30〜17：00
・窓口　市役所本庁１階消費生活センター
・問い合わせ　長門市消費生活センター　℡23-1115
■市民相談
・日時　月〜金曜日（祝日除く）８：30〜17：15
・窓口　市役所本庁１階市民相談係
・問い合わせ　長門市役所市民課　℡23-1299
■年金相談
・日時　第２・４木曜日  10:00〜12:00  13:00〜16:00
・場所　市役所本庁３階会議室
・問い合わせ　長門市役所市民課　℡23-1226
■その他の相談
・ 長門市ホームページ／くらしのガイド／市民相談を


ご覧ください　http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/


【相談時間】
　 ▼ 無料法律相談（事前予約制）10：00 〜 15：00
　　※平成 26年度については、試行的に相談時間と
　　　回数を増やして実施します（原則第２・４水曜日）


　 ▼ 人権・行政相談　10：00 〜 12：00
　　※ 相談は無料で、秘密は厳守されます
　 ▼ 問い合わせ　長門市役所市民課　℡23-1299
■長門法律相談センター
　 弁護士が相談に応じます。予約制なので、まず


電話してください　℡0838-24-0500
・日時　毎週火曜日　13：00〜16：00
　　　　（祝日と重なる場合、変更あり）
・場所　長門市地域福祉センター  相談室
・相談料　5,000円／30分
※多重債務・民事交通事故相談は無料
※ 所得金額により相談料が無料になる「民事扶助


制度」があります


平
成
25
年
度
　
長
門
市
教
育
特
別
表
彰


文
化
部
門


◆�


第
66
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会


　
推
奨


　
後
藤
　
唯
斗
（
深
川
幼
稚
園
年
長
）


　
前
田
　
奏
音
（
三
隅
保
育
園
年
長
）


　


 


林
　
瑠
基
亜
（
深
川
小
１
年
）


　
宍
戸
　
千
夏
（
深
川
小
３
年
）


　
上
田
　
未
優
（
深
川
小
５
年
）


　
松
下
　
美
來
（
向
陽
小
２
年
）


　
國
本
　
空
夢
（
神
田
小
２
年
）


　
武
村
　
依
利
子
（
油
谷
小
１
年
）


　
大
谷
　
奈
々
（
深
川
中
３
年
）


◆�


第
35
回
全
国
海
の
子
絵
画
展


　
小
学
校
の
部　
全
漁
連
会
長
賞


　
荒
川
　
さ
く
ら
（
仙
崎
小
３
年
）


◆�


第
54
回
山
口
県
幼
児
児
童
生
徒


　
版
画
作
品
展
覧
会　
推
奨


　
藤
津
　
朋
也
（
深
川
小
６
年
）


　
今
﨑
　
菜
紗
（
神
田
小
４
年
）


受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
学
校
・
学
年
は
３
月
現
在
・
敬
称
略
）


体
育
部
門


◆�


ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全


日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会　


　
中
国
ブ
ロ
ッ
ク　
団
体　
第
３
位


　
佐
藤
　
銀
河
（
仙
崎
小
５
年
）


　
上
田
　
久
祥
（
深
川
小
５
年
）


　
宮
本
　
伶
（
深
川
小
６
年
）


　
個
人　
２
位


　
中
谷
　
太
星
（
油
谷
小
４
年
）


◆�


サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
第
10
回
全
国
小


学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会　


中
国
大
会　
第
３
位


　
明
倫
小
６
年


　
種
池
　
一
生
　
　
河
﨑
　
憲
祐


　
岡
田
　
侑
也
　
　
金
子
　
佳
威
斗


　
木
原
　
將
熙
　
　
藤
野
　
京
平


　
古
江
　
柊
吾
　
　
木
原
　
夏
美


◆�


山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳
競
技
大
会


自
由
型
100
ｍ
の
部　


同
50
ｍ　


同
25


ｍ
の
部　


個
人
メ
ド
レ
ー
100
ｍ
の
部


１
位


　
木
原
　
夏
美
（
明
倫
小
６
年
）


◆�


Ｊ
Ｆ
Ａ
中
国
ガ
ー
ル
ズ
エ
イ
ト


（
Ｕ-


12
）
サ
ッ
カ
ー
大
会　
1
位


　
末
永
　
め
ぐ
み
（
深
川
小
６
年
）


　
児
玉
　
優
香
（
深
川
小
６
年
）


◆�


全
日
本
少
林
寺
流
錬
心
舘
空
手
道


　
選
手
権
大
会　
出
場


　
迫
村
　
大
喜
（
深
川
小
６
年
）


　
高
木
　
颯
也
（
深
川
小
６
年
）


◆�


山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会


６
年
男
子　
100
ｍ　
１
位


　
宗
金
　
大
成
（
向
陽
小
６
年
）


　
５
年
男
子　
１
０
０
０
ｍ　
1
位


　
白
井
　
翔
也
（
明
倫
小
５
年
）


◆�


第
10
回
全
日
本
中
学
生
女
子
相
撲


　
大
会　
出
場


　
佐
藤
　
夢
子
（
仙
崎
中
２
年
）


◆�


第
44
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸


上
競
技
大
会　


女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク


ス
ロ
ー　
全
国
大
会
２
位


　
溝
部
　
綾
音
（
深
川
中
２
年
）


◆�


第
８
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権


大
会　
出
場


　
酒
井
　
瑞
希
（
菱
海
中
１
年
）


住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム


資
金
助
成
制
度


■ 


補
助
を
受
け
ら
れ
る
人


　


次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人


・
長
門
市
民
で
あ
り
、
市
税
を
滞
納


　


し
て
い
な
い
人


・
補
助
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
市
で


　


実
施
し
て
い
る
他
の
助
成
等
を
受


　


け
て
い
な
い
人


■ 


補
助
の
対
象
と
な
る
工
事


　


次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
工
事


・
市
内
に
あ
る
自
己
所
有
の
既
存
住


　


宅
で
、
本
人
ま
た
は
３
親
等
以
内


　


の
親
族
が
居
住
す
る
住
宅
の
改
修


　


工
事


・
市
内
に
本
店
所
在
地
を
有
す
る
施


　


工
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
工
事


・
工
事
に
要
す
る
経
費
が
10
万
円
以


　


上
（
消
費
税
を
除
く
）
の
工
事


・
補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
手
す
る


　


工
事


・
平
成
27
年
３
月
10
日
ま
で
に
完
了


　


見
込
み
の
工
事


・
過
去
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金


　


助
成
事
業
補
助
金
を
受
け
て
い
な


　


い
住
宅
の
工
事


※
一
部
助
成
対
象
外
と
な
る
工
事
が


　


あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー


　


ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い


■
補
助
金
額


　


予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
補
助


　


対
象
工
事
に
要
す
る
経
費
（
消
費


　


税
等
を
除
く
）
の
１
割
に
相
当
す


　


る
額
。
上
限
額
は
、
10
万
円


■�


申
請
受
付
期
間　


４
／
１


（火）
～


※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く


■
注
意
事
項


・
予
算
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す


　


の
で
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
時


　


点
で
受
付
は
終
了
と
な
り
ま
す
。


　


リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
る
人　


　


は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い


・
施
工
業
者
は
、
補
助
対
象
工
事
の


　


一
部
を
下
請
業
者
に
依
頼
す
る
場


　


合
、
で
き
る
限
り
市
内
の
業
者
を


　


活
用
し
て
く
だ
さ
い


■�


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


商
工
水
産
課
商
工
振
興
室


　


℡
23
‐
１
１
３
６


金
子
み
す
ゞ
記
念
館


学
芸
員
募
集


■
職
務
内
容　


記
念
館
の
学
芸
業
務


　


お
よ
び
運
営
業
務


■
募
集
人
数　


１
人


■
勤
務
条
件　


１
日
７
時
間
、
週
５


　


日
勤
務
、
平
日
時
間
差
勤
務
・
土


　


日
祝
日
勤
務
あ
り


■
給
与　


月
額
１
６
１
、０
０
０
円


※
通
勤
距
離
に
よ
り
該
当
者
に
は
、


　


別
途
通
勤
手
当
相
当
額
支
給


■
雇
用
期
間　


６
月
１
日
～
平
成
27


　


年
３
月
31
日
（
更
新
有
）


■
資
格
等
要
件　


　


次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人


（１）
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
こ
と


（２）
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と


（３）
学
芸
業
務
お
よ
び
運
営
業
務
に
積


　


極
的
に
従
事
で
き
る
こ
と


■
選
考
方
法　


面
接
試
験


■
面
接
試
験
日　


４
月
下
旬


■
面
接
試
験
場
所　


長
門
市
役
所


■
応
募
方
法　


履
歴
書
を
企
画
政
策


　


課
へ
提
出


■
申
込
締
切　


４
／
21 


（月）
必
着


■�


問
い
合
わ
せ


　


企
画
政
策
課
企
画
調
整
係　
　
　


℡
23
‐
１
２
２
９







収
す
る
ご
み
処
理
手
数
料
が
決
定
し


ま
し
た
。


　


ご
み
処
理
手
数
料
は
、
新
清
掃
工


場
の
運
転
管
理
お
よ
び
補
修
工
事
費


や
焼
却
灰
処
理
費
等
20
年
間
の
ご
み


処
理
費
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。


■ 


問
い
合
わ
せ　


萩
・
長
門
清
掃
一


部
事
務
組
合
事
務
局　


　


℡
０
８
３
８
‐
24
‐
５
３
４
９


2014.4.1 2223


犬
猫
譲
渡
会
・
譲
渡
前
講
習
会


■
開
催
日　
４
／
27
、
５
／
25
、
６
／
22
、


　
７
／
27
、
８
／
24
、
９
／
14
、
10
／
26
、
11
／
23
、


　
12
／
14
、
１
／
25
、
２
／
22
、
３
／
22


■
受
付
時
間　


９
：
00
～
11
：
15


■
そ
の
他


・
譲
渡
前
講
習
会
未
受
講
の
人
に
は


　


譲
れ
ま
せ
ん


・
飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
持
込
不
可


譲
渡
前
講
習
会


■
開
催
日　
４
／
２
、５
／
７
、６
／
４
、


　
７
／
２
、８
／
６
、９
／
３
、
10
／
１
、
11
／
５
、


　
12
／
３
、１
／
７
、２
／
４
、３
／
４


■
受
付
時
間　


８
：
45
～
９
：
00


子
犬
の
し
つ
け
方
教
室


■
開
催
日　
４
／
27
、
５
／
25
、
６
／
22
、


　
７
／
27
、８
／
24
、９
／
14
、10
／
26
、11
／
23
、


　
12
／
14
、
１
／
25
、
２
／
22
、
３
／
22


■
時
間　


13
：
30
～
16
：
00
頃


※
受
付
は
、
13
：
15
～


■
内
容　


し
つ
け
方
の
方
法
等
講
義


　


お
よ
び
し
つ
け
方
法
実
演


■
そ
の
他


「
譲
渡
前
講
習
会
」


「
犬
・
猫
の
譲
渡
会
」


「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」


・
成
犬
の
し
つ
け
方
教
室
に
つ
い
て


　


は
、
９
月
に
行
わ
れ
る
﹁
動
物
愛
護


　


フ
ェ
ス
タ
﹂
内
で
開
催
す
る
予
定


・
飼
犬
を
連
れ
て
受
講
希
望
の
人　


　


は
、
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す


・
市
へ
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬


　


予
防
注
射
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種


　


を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い


共
通
事
項


■
場
所　


山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン　


　


タ
ー
（
山
口
市
陶
943
番
地
12
）


※ 


や
む
を
得
ず
日
程
の
変
更
・
中
止


と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、


事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
料
金　


無
料


■ 


問
い
合
わ
せ　


山
口
県
動
物
愛
護


セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５


　


℡
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５


な
が
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会


会
員
募
集


　


な
が
と
ボ


ラ
ン
テ
ィ
ア


ガ
イ
ド
会
で


は
、
金
子
み


す
ゞ
ゆ
か
り


の
地
を
中
心


に
長
門
市
を


訪
れ
る
観
光


客
を
案
内
し
、


大
変
喜
ん
で


い
た
だ
い
て


い
ま
す
。


　


こ
の
度
、
ガ
イ
ド
会
に
加
入
し
共


に
学
び
ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
え
る
人


を
募
集
し
ま
す
。


　


毎
月
一
回
の
定
例
学
習
会
で
は
、


ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
ア
ド
バ
イ
ス
の


も
と
、
ガ
イ
ド
会
作
成
テ
キ
ス
ト
に


そ
っ
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会


や
研
修
会
を
開
催
し
、
長
門
市
の
歴


史
や
文
化
等
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を


設
け
る
予
定
で
す
。


　


お
も
て
な
し
の
心
で﹃
や
さ
し
さ
﹄


を
奏
で
る
ま
ち
長
門
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い


き
ま
し
ょ
う
。


■
主
な
案
内
先　


金
子
み
す
ゞ
・


　


近
松
門
左
衛
門
ゆ
か
り
の
地
、
大


　


寧
寺
、
青
海
島
な
ど


施
設
概
要


■
設
置
場
所　


萩
市
大
字
山
田　
　


　


２
４
０
６
番
地
（
小
原
）
ほ
か


■
建
築
面
積　


工
場
棟
２
７
５
２
㎡


　


（
地
上
４
階
、
地
下
１
階
）


　


管
理
棟
542
㎡
（
地
上
２
階
）


　


鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
筋


　


コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨
造


■
処
理
能
力　


１
日
あ
た
り
104
ト
ン


　


(


52
ト
ン
×
２
炉
、
24
時
間
連
続


　


運
転
炉
）


■
処
理
方
式　


ス
ト
ー
カ
式
（
ガ
ス


　


冷
却
・
水
噴
射
方
式
）


新
清
掃
工
場
の
建
設
工
事
に
つ
い
て


　


昨
年
７
月
の
現
地
着
工
以
降
、
順


新
清
掃
工
場


〜
12
月
か
ら
試
運
転
、
来
年
か
ら
供
用
開
始
〜


▲建設地のようす（２月下旬）


調
に
工
事
が
進
捗
し
て
お
り
、
10
月


末
ま
で
に
は
外
構
工
事
を
除
く
ほ
と


ん
ど
の
工
事
が
完
了
し
、
11
月
に
受


電
し
て
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
建
築
設
備


の
調
整
を
行
い
、
試
運
転
を
12
月
か


ら
本
格
的
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。


　


来
年
２
月
・
３
月
の
性
能
試
験
を


経
て
、
ご
み
処
理
能
力
お
よ
び
排
ガ


ス
等
の
公
害
防
止
基
準
が
性
能
保
証


事
項
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
こ
と


を
確
認
し
た
後
、
３
月
末
に
竣
工
と


な
り
ま
す
。


　


来
年
１
月
以
降
は
、
新
清
掃
工
場


で
ご
み
を
受
け
入
れ
て
性
能
確
認
試


験
に
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
長
門
市


清
掃
工
場
は
﹁
燃
え
る
ご
み
﹂
の
受


け
入
れ
を
中
止
す
る
予
定
で
す
。


　


な
お
、
建
設
工
事
の
最
盛
期
で
あ


る
５
月
と
、
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
す
る


11
月
に
﹁
市
民
見
学
会
﹂、
ま
た
新


清
掃
工
場
の
愛
称
と
環
境
を
テ
ー
マ


に
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
な
ど
を
計


画
し
て
い
ま
す
。


市
民
見
学
会


■
日
時　


５
／
25 


（日）


10
：
00
～
12
：
00
（
予
定
）


■
集
合
場
所　


長
門
市
役
所
南
側
駐


　


車
場
（
９
：
00
出
発
）


　


三
隅
支
所
玄
関
前（
９
：
15
出
発
）


※
集
合
場
所
か
ら
現
場
ま
で
マ
イ
ク


　


ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す


■
申
込
期
限　


４
／
25 


（金）


■
申
込
方
法　


電
話
で
生
活
環
境
課


　
（
℡
23
‐
１
２
４
９
）
に
申
し
込
む


■
そ
の
他　


参
加
希
望
者
が
多
い
場


　


合
は
、
先
着
順
で
調
整
し
ま
す


※
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合　


　


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
情
報
を


　


ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す


新
清
掃
工
場
の
運
営
事
業
に
つ
い
て


　


新
清
掃
工
場
の
運
営
は
、
運
営
事


業
者
で
あ
る
日
立
造
船
株
式
会
社
が


100
％
資
本
出
資
し
て
設
立
し
た
現
地


法
人
﹁
株
式
会
社
は
な
い
ろ
﹂
が
行


い
ま
す
。


※
運
転
従
事
者
等
の
募
集
は
、
広
報


　
﹁
な
が
と
﹂
１
月
号
の
17
ペ
ー
ジ


　


で
確
認
し
て
く
だ
さ
い


ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い
て


　


平
成
26
年
２
月
14
日
に
開
催
さ
れ


た
、
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合


議
会
２
月
定
例
会
で
﹁
廃
棄
物
の
処


理
に
関
す
る
条
例
﹂
が
可
決
さ
れ
、


新
清
掃
工
場
の
供
用
開
始
後
の
来
年


４
月
か
ら
、
事
業
者
等
が
新
清
掃
工


場
に
直
接
ご
み
を
持
込
む
と
き
に
徴


　新清掃工場のごみ処理手数料　　　
　( いずれも 10 ㎏ごとの金額 )


事業系ごみ 平成 27 年４月〜


産業廃棄物 220 円


一般廃棄物 170 円


排出者自ら持ち
込んだ家庭ごみ 100 円


※ Ｈ 27 年１月〜３月の試運転期間は、
　現行の長門市処理手数料を適用


み
ん
な
の掲


示
板


く
ら
し
の
情
報


チ
ャ
レ
ン
ジ
営
農
講
座


受
講
生
募
集


■
講
座
内
容　


栽
培
に
必
要
な
基
礎


　


知
識
（
病
害
虫
管
理
や
土
づ
く
り


　


等
）、
作
っ
て
み
た
い
品
目
の
栽


　


培
技
術
を
学
び
ま
す


・
基
礎
講
座　


農
業
に
関
す
る
基
礎


　


講
座
（
座
学
主
体
）


・
品
目
別
講
座　


３
コ
ー
ス
の
栽
培


　


技
術（
座
学
、圃
場
見
学
、実
習 


等
）


　


①
長
門
ゆ
ず
き
ち
②
田
屋
な
す
と


　


白
オ
ク
ラ
③
葉
ボ
タ
ン


■
開
催
期
間　


５
月
～
10
月
ま
で
の


　


毎
月
１
回
程
度


　


※
作
物
の
生
育
に
合
わ
せ
て
調
整


■
受
講
料　


無
料


※
実
習
等
で
若
干
の
実
費
負
担
有
り


■
申
込
方
法　


Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営
農


　


セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
Ｊ
Ａ
支
所
営


　


農
経
済
課
に
申
込
書
を
設
置


■�


申
込
期
間　


４
／
１


 （火）
～
18 


（金）


■
募
集
定
員　


15
人
程
度


■�


問
い
合
わ
せ　


Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営


農
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
課


　
　
　
　


℡
22
‐
８
８
７
４


■
ガ
イ
ド
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム


　


テ
キ
ス
ト
学
習
（
６
回
程
度
）・


　


ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
↓
実
地
研
修


　


↓
ガ
イ
ド
デ
ビ
ュ
ー


■
募
集
要
項


・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん


・
定
例
学
習
会
は
毎
月
第
２
火
曜
日


　


18
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
実
施


■
申
込
受
付　


５
／
30 


（金）
ま
で


■�


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会


℡
22
‐
８
４
０
４


山
口
県


食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
募
集


　


県
で
は
、
日
常
の
買
い
物
を
通
じ


て
食
品
表
示
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ


す
る﹁
山
口
県
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
﹂


を
募
集
し
ま
す
。


■
応
募
資
格　


県
内
に
在
住
の
18
歳


　


以
上
の
人


■
任
期　


委
嘱
日
～
平
成
27
年
３
月


　


31
日


■
募
集
人
員


　


食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
：
40
人


■
主
な
活
動
内
容　


・
日
常
の
購
買
活
動
を
通
じ
、
食
品


　


販
売
店
の
食
品
表
示
や
衛
生
管
理


　


等
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ


・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
発
見
し
た
不
適


　


正
な
食
品
の
取
扱
等
の
通
報


・
研
修
会
等
へ
の
参
加


・
地
域
住
民
か
ら
の
食
の
安
心
・
安


　


全
に
関
す
る
相
談
等
へ
の
対
応　


　


（
県
の
窓
口
へ
の
取
次
等
）


・
活
動
状
況
の
定
期
報
告
及
び
県
の


　


施
策
へ
の
提
言


■
応
募
方
法  


所
定
の
応
募
申
込
書


　


に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
長
門


　


市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込


　


ん
で
く
だ
さ
い


■
応
募
申
込
書
の
入
手
方
法


　


長
門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
山


　


口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
、


　


県
民
局
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に


　


用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー


　


ネ
ッ
ト
で
も
入
手
で
き
ま
す


　


http://w
w


w
.pref.yam


aguchi.


　


lg.jp/cm
s/a15300/index/


■
募
集
期
間　


４
／
17 


（木） 


必
着


■
選
考
方
法　


応
募
申
込
書
を
基　


　


に
、
市
町
ご
と
の
地
域
バ
ラ
ン
ス


　


な
ど
を
考
慮
し
て
、
選
考
し
ま
す


■
そ
の
他　


採
用
の
可
否
は
、
５
月


　


上
旬
頃
に
直
接
本
人
に
連
絡


※
委
嘱
式
は
、
山
口
県
庁
に
て
５
月


　


下
旬
頃
を
予
定


■
問
い
合
わ
せ　


山
口
県
環
境
生
活


　


部
生
活
衛
生
課
食
の
安
心
・
安
全


　


推
進
班


　


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
７
４
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


℡
26
︲
６
０
０
１


文
化
情
報


く
ら
し
の
情
報


平成 26年度平成 26年度


塾生募集
長門市三隅下沢江
（村田清風記念館近く）TEL・FAX 0837-43-0118


清風学習塾


※心を込めた丁寧な指導
※良心的な料金設定（低料金でもしっかり指導します。）
　（入会金なし。兄弟割引あり。個別の補修は無料。）
※小５から高３まで、全科目に対応
　（文系・理系のスタッフがそろっています）
※中学生は学期ごとの全国テストで実力チェック
※最新のプリント作成システム・内容解説ソフト導入
※送迎制度あり（詳しくはご相談ください）
※自習室あり（授業以外も無料で勉強できます）


（詳細はお電話で。　お気軽にご連絡ください。）


mini
ホール


「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは、（有）有誠社印刷所へ　℡ 22-1240


法
テ
ラ
ス
設
立
８
周
年
記
念


無
料
法
律
相
談
会


４
月
10
日
は
法
テ
ラ
ス
の
日


第
５
回
子
ど
も
た
ち
に
よ
る


フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト


●
と
き　


４
／
13 


（日）　


14
：
00
開
演


● 


ゲ
ス
ト
演
奏　


長
岡
あ
ゆ
み


● 


入
場
料　


無
料


陸
上
自
衛
隊
第
13
音
楽
隊


コ
ン
サ
ー
ト


■ 


日
時　


５
／
11 


（日）　


14
：
00
開
演


■ 


場
所　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


■�


入
場
料　


無
料


■
整
理
券
配
布　


４
／
18 


（金）


　


10
：
00
～


※
１
人
４
枚
ま
で


※
電
話
予
約
可


■�


プ
レ
イ
ガ
イ
ド　


ル
ネ
ッ
サ
な
が


と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


■ 


問
い
合
わ
せ


　


フ
ジ
ミ
ツ
㈱
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
が
と　


　


事
務
局
（
五
嶋
）


　


℡
０
８
０
‐
６
３
４
０
‐
３
７
５
３


未
内
定
の
新
卒
者
お
よ
び


既
卒
者
の
皆
さ
ん
へ


　


現
在
も
懸
命
に
就
職
活
動
を
し
て


い
る
皆
さ
ん
、
就
職
に
つ
い
て
知
り


た
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
求
人
情


報
な
ど
気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
問


い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


■�


問
い
合
わ
せ


　


ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
門　
　
　
　
　


℡
22
‐
８
６
０
９


山
口
自
死
遺
族
の
集
い


ク
ロ
ー
バ
ー


　


大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た
遺


族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語


り
合
い
、
わ
か
ち
あ
う
場
で
す
。


■�


日
時　


毎
月
第
３
土
曜
日


　


13
：
30
～
15
：
30


※
受
付
は
13
：
00
～


※
８
月
・
12
月
は
除
く


■�


場
所　


防
府
総
合
庁
舎
（
防
府
市


駅
南
町
13
‐
40
）


■
参
加
費　


200
円
（
茶
菓
子
代
と
し


　


て
）


※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事
前
に


　


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


山
口
県
精
神
保
健


　


福
祉
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
５
‐
27
‐
３
４
８
０


香
月
泰
男
没
後
40
年
特
別
展


香
月
泰
男


︽
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
︾
よ
り


　


香
月
泰
男
は
太
平
洋
戦
争
に
出


征
、
終
戦
後
に
シ
ベ
リ
ヤ
へ
抑
留
さ


れ
ま
し
た
。
帰
国
後
、
亡
く
な
る
ま


で
描
き
続
け
た
戦
争
と
シ
ベ
リ
ヤ
の


記
憶
は
、
ふ
る
さ
と
で
過
ご
す
平
和


な
日
常
へ
の
感
謝
と
家
族
へ
の
あ
ふ


れ
る
愛
情
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。


　


香
月
泰
男
没
後
40
年
の
節
目
の
年


で
あ
る
今
年
、
香
月
泰
男
の
代
表
作


︽
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
︾
の
中
か


ら
８
点
を
展
示
し
ま
す
。
シ
ベ
リ
ヤ


の
記
憶
を
描
い
た
作
品
と
、
ふ
る
さ


と
の
自
然
の
風
物
を
描
い
た
作
品
か


ら
、
画
家
の
２
つ
の
側
面
を
ご
覧
く


だ
さ
い
。


●
会
期　


６
／
２ 


（月）
ま
で


● 


開
館
時
間　


９
：
00
～
17
：
00


※
入
館
は
、
16
：
30
ま
で


● 


休
館
日　


毎
週
火
曜
日


● 


入
館
料　


・
一
般　
　
　


500
円


・
小
中
高
生　


200
円


※
市
内
在
住
の
人
は
、
住
所
の
分
か


　


る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を


　


提
示
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す


﹁
サ
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
の
木
﹂


育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


　


香
月
泰
男
が
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
持
ち


帰
っ
た
と
い
う
﹁
サ
ン
・
ジ
ュ
ア
ン


香
月
泰
男
美
術
館


℡
43
︲
２
５
０
０


の
豆
﹂。
美
術
館
の
中
庭
に
も
生
え


て
い
る
豆
の
木
が
、
美
術
館
内
に
も


生
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
豆
の
木
を


育
て
る
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必


要
で
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
も
の
、


大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く


だ
さ
い
。
そ
れ
が
葉
っ
ぱ
に
な
っ
て


豆
の
木
が
育
ち
ま
す
。


※
豆
の
木
は
紙
製
で
す
。
メ
ッ
セ
ー


　


ジ
は
来
館
時
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ


　


ク
ス
で
受
け
付
け
て
い
ま
す


mail kazuki@
city.nagato.lg.jp


℡
43
‐
２
５
０
０


FＡＸ 


43
‐
２
５
７
７


来
館
者
の
声


　


以
前
か
ら
憧
れ
て
い
た
の
で
、
来


館
で
き
て
嬉
し
い
（
福
岡
県
60
代
女


性
）
い
つ
で
も
行
け
る
と
い
う
安
易


さ
か
ら
、
つ
い
つ
い
見
た
い
展
示
を


見
逃
し
て
し
ま
う
。
今
年
か
ら
新
展


示
の
度
に
来
よ
う
と
思
う
（
長
門
市


女
性
）


な
が
と
い
き
い
き
お
買
物
券


販
売
開
始


　


長
門
商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
経


済
の
活
性
化
を
目
的
に
期
間
限
定
の


プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
﹁
な
が
と
い


き
い
き
お
買
物
券
﹂
を
春
と
秋
２
回


に
分
け
て
総
額
１
億
１
２
０
万
円
、


９
、２
０
０
セ
ッ
ト
を
発
行
し
ま
す
。


■
商
品
券
名　
﹁
な
が
と
い
き
い
き


　


お
買
物
券
﹂


■
販
売
数　


５
、５
０
０
セ
ッ
ト


■
販
売
価
格　


１
セ
ッ
ト
１
万
円　


※
１
、０
０
０
円
券
×
11
枚


■
使
用
期
間　


４
／
13 


（日）
～
８
／
31 


（日）


■
販
売
期
間　


４
／
13 


（日）
～


※
発
行
分
が
売
り
切
れ
次
第
終
了


■
利
用
で
き
る
お
店　


取
扱
店
ス　


　


テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
加
盟
店


■
販
売
所


・
長
門
商
工
会
議
所
、
ウ
エ
ー
ブ
、


　


フ
ジ
長
門
店


　


４
／
13 


（日）　


９
：
00
～
17
：
00


・
長
門
商
工
会
議
所
、
通
公
民
館
・


　


仙
崎
公
民
館
・
俵
山
﹁
白
猿
の
湯
﹂


　


４
／
14 


（月）　


10
：
00
～
15
：
00


※
両
日
と
も
予
定
セ
ッ
ト
数
で
終
了


　


と
な
り
ま
す
。
２
日
間
で
完
売
で


　


き
な
い
場
合
は
、
４
／
15
以
降
、


　


長
門
商
工
会
議
所
で
業
務
時
間
内


　


に
販
売
し
ま
す


■
販
売
方
法　


１
セ
ッ
ト
１
万
円　


　
（
千
円
券
×
11
枚
）
で
販
売
す
る


・
購
入
限
度
数
は
１
人
５
セ
ッ
ト　


　


（
販
売
価
格
５
万
円
）
ま
で


・
購
入
で
き
る
の
は
15
歳
以
上
の


　


一
般
消
費
者


・
購
入
の
際
は
、
購
入
申
込
書
を
提


　


出
す
る


■
問
い
合
わ
せ　


長
門
商
工
会
議
所


　


℡
22
‐
２
２
６
６


第
７
回
や
ま
ぐ
ち
バ
ス
博


■ 


日
時　


４
／
20 


（日）10
：
30
～
15
：
30


※
荒
天
の
場
合
は
中
止


■ 


場
所　


フ
ジ
長
門
店


■ 


イ
ベ
ン
ト
内
容　


人
気
バ
ス
グ
ッ


ズ
が
当
た
る
抽
選
、
バ
ス
と
力
く


ら
べ
、
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
、
地


元
グ
ル
メ
の
販
売　


な
ど


■
問
い
合
わ
せ


・
山
口
県
バ
ス
協
会


　


℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
５
０
３
１


・
山
口
県
交
通
政
策
課


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
１
２
０


■ 


日
時　


４
／
18 


（金）13
：
30
～
16
：
30


■ 


場
所　


山
口
県
弁
護
士
会
萩
法
律


相
談
セ
ン
タ
ー
（
萩
市
江
向
582
番


地
２
）


■ 


相
談
内
容　


民
事
一
般
の
相
談


■ 


定
員　


６
人


※
相
談
時
間　


１
人
30
分
程
度


※ 


事
前
に
電
話
で
予
約


■ 


申
込
受
付
期
間　


４
／
８


（火）
～


※
平
日　


９
：
00
～
17
：
00


※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


 


法
テ
ラ
ス
山
口


　


℡
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０


鉄
骨
切
断
機
等
を
使
用
し


作
業
を
行
う
事
業
者
へ


　


３
ト
ン
以
上
の
﹁
鉄
骨
切
断
機
等


（
鉄
骨
切
断
機
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧


砕
機
、
解
体
用
つ
か
み
機
）﹂
の
運


転
資
格
に
係
る
猶
予
の
期
限
が
迫
っ


て
い
ま
す
。


■ 


資
格
猶
予
期
限　


６
／
30 


（月）


※
詳
細
は
、
山
口
労
働
局
ホ
ー
ム　


　


ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
左
記
ま
で


　


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■�


問
い
合
わ
せ


　


山
口
労
働
局
健
康
安
全
課


　


℡
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
３


第
43
回
長
門
市
武
道
館


落
成
記
念
弓
道
大
会


■ 


日
時　


４
／
27 


（日）　


９
：
00
開
会


■ 


場
所　


長
門
市
武
道
館
弓
道
場


■�


参
加
料


・
一
般　


１
、０
０
０
円（
弁
当
代
含
む
）


・
高
校
生　


300
円


■
申
込
締
切　


４
／
18 


（金）


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
地
区
弓
道
連
盟
事
務
局


　


℡
０
９
０
‐
７
５
４
５
‐
８
２
０
４


　


FAX 


22
‐
２
１
６
６


農
地
賃
貸
借
の
新
た
な
仕
組
み


農
地
中
間
管
理
機
構


　


担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化


を
加
速
す
る
た
め
、
農
地
の
中
間
受


け
皿
と
な
る
公
的
機
関
で
農
地
中
間


管
理
事
業
を
行
い
ま
す
。


農
地
中
間
管
理
事
業


　


農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
受
け


た
農
地
を
、
借
受
希
望
者
を
募
集
し


希
望
者
に
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。


※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://w


w
w


.


　


y-agreen.or.jp/


）
を
利
用
し
て
募


　


集
の
区
域
を
定
め
、一
定
の
期
間
、


　


借
受
希
望
者
を
募
集
し
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ


・
公
益
財
団
法
人
や
ま
ぐ
ち
農
林
振


　


興
公
社


　


℡
０
８
３
‐
９
２
４
‐
０
０
６
７


・
農
林
課
一
市
一
農
場
推
進
室


℡
37
‐
２
１
１
３








27


118
愛します！守ります！長門の海！


仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240


船舶海難・人身事故発生状況
速報値／仙崎海上保安部管内（長門市）


船舶海難 人身事故


隻


数


死
亡
者


行
方
不
明


人


数


死
亡
者


行
方
不
明


2月 0 0 0 0


平成25年計 0 0 0 0


25年同時期 1 0 1 0


ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!


マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は


楽
し
く
安
全
に
！


　


仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
４
月
26
日
（土）
〜


５
月
６
日
（火）
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
安
全


推
進
活
動
期
間
と
し
て
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー


の
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。


マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際
は
、


● 


常
時
最
新
の
気
象
情
報
を
把
握
し
、
天
候
悪
化


が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
引
き
返
す
勇
気
を
持
つ


●
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
う


● 


ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
す
る


● 


連
絡
手
段
の
確
保
！
（
携
帯
電
話
は
防
水


措
置
を
行
い
常
時
身
に
付
け
る
）


●
発
航
前
点
検
の
確
実
な
実
施


な
ど
の
安
全
対
策
を
と
り
、
事
故
防
止
に
努


め
ま
し
ょ
う
。


アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
４／５（土）13：30～ 　


　　　　「アニメおしりかじり虫　　
～かじり屋、本日開店!?～」


　（49分）


４／26（土）13：30～　
　　　　　「ピノキオ」　  


　（88分）


定例行事　　* は、おはなしのへや
・としょかんひなの会*  
   　    ４/４（金） 10：30 ～
・紙芝居の会*  
 ４/ ５（土）・19（土） 15：00 ～　


 ・おはなしポケット*
４/12（土） 15：00 ～　


 ・絵本を楽しむ会*     
 ４/17（木） 10：30 ～　


 ・たまごの会*
    ４/25（金）10：30 ～　


 ・おはなしの会*
 ４/26（土） 15：00 ～　


 ・長門読書会（研修室）
 ４/26（土） 14：00 ～　


 ・ゆりかご（ゆや分館）    
 ４/15（火）  10：30 ～　


 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ４/12（土） ・26（土） 15：00 ～　


移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ４ / ３（木）・17（木）
　Ｂコース　 ４ / ９（水）・23（水）
　Ｃコース　 ４ /11（金）・25（金）


今月のオススメ本
『友罪』
　十数年前の「黒蛇神事件」。当
時少年だった加害者は、社会復帰
を果たしたが、親しくなった同僚
が、その加害少年だと気付いた男
…。彼は友人である“今”と嫌悪
しかない“過去”との間で苦悩する。
贖罪や犯罪者の人権について問う。


薬丸岳／著・集英社／刊


分
館
の
開
館
に
つ
い
て


　


４
／
29 


（火）
は
昭
和
の
日
で
祝
日
で
す
が
、


分
館
は
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
９
時
か


ら
17
時
で
す
。


カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機
の
導
入
に
つ
い
て


　


図
書
館
資
料
の
複
写
は
、
こ
れ
ま
で
モ
ノ


ク
ロ
の
み
で
し
た
が
、
４
月
か
ら
カ
ラ
ー
コ


ピ
ー
に
よ
る
複
写
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。


　


た
だ
し
、
複
写
で
き
る
の
は
図
書
館
資
料


の
み
で
、
資
料
の
複
写
範
囲
は
、
こ
れ
ま
で


同
様
、
著
作
権
法
に
準
じ
た
対
応
に
な
り
ま


す
。


◆
料
金
（
１
枚
あ
た
り
）


　


モ
ノ
ク
ロ　


10
円（
サ
イ
ズ
に
関
わ
ら
ず
）


　


カ
ラ
ー　
　


50
円
（
B4
サ
イ
ズ
ま
で
）


　
　
　
　
　
　


80
円
（
A3
サ
イ
ズ
）


映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
開
催


 


◆
日
時  


４
／
16 


（水）
〜
４
／
20 


（日）


◆ 


上
映
タ
イ
ト
ル　
「
ア
ラ
バ
マ
物
語
」（
129


分
）・「
Ｅ
．
Ｔ
．」（
120
分
）（
音
声
：
英
語
、


字
幕
：
日
本
語
）


ア
ラ
バ
マ
物
語


Ｅ
．
Ｔ
．


10
時
〜


４
／
16
・
18
・
20


４
／
17
・
19


14
時
〜


４
／
17
・
19


４
／
16
・
18
・
20


雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す


　


図
書
館
で
は
、「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」


を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
の
雑


誌
の
カ
バ
ー
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
広
告
を
掲
示


し
、
広
告
媒
体
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
、


ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。


◆
期
間　


決
定
月
か
ら
年
度
末
ま
で
（
更
新


　


可
）


◆
費
用　


雑
誌
の
購
読
料


※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
ま
で


　


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


４
／
23
〜
５
／
12
は
こ
ど
も
の
読
書
週
間


第
56
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
標
語


「
い
つ
も
い
っ
し
ょ
、
本
と
い
っ
し
ょ
」


　
「
英
語
で
読
む
絵
本
の
世
界
」
ー
日
本
語


と
英
語
で
比
べ
読
み
。
絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
展


示
し
て
い
ま
す
。


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The   Library !


Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより


 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv


‐4 月の休館日‐
 本　　館　 2(水 )・7(月 )・14(月)・21(月)・


28（月）・ 29(火)
 ゆや分館　  7(月 )・14(月)・21(月)・28（月）


　　 


262014.4.1


仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp


・
４
／
16 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


・
４
／
18 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
25 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


禁
煙
相
談
（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


４
／
８ 


（火）　


13
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


４
／
15 


（火）　


14
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


教
室
（
要
予
約
）


パ
パ
マ
マ
入
門
教
室


●
日
時
／
会
場


・
４
／
20 


（日）　
　


13
：
30
〜
16
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


● 


必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
等


健
康
相
談


●
対
象　


成
人


●
日
時
／
会
場


・
毎
週
木
曜
日　


９
：
00
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 


・
４
／
２
（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
７
（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


川
尻
老
人
憩
い
の
家


・
４
／
10 


（木）　


９
：
30
〜
11
：
00


宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　
　


９
：
00
〜
12
：
00


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
21 


（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


向
津
具
公
民
館


・
４
／
25 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


育
児
相
談


●
対
象　


乳
幼
児
と
保
護
者


●
日
時
／
会
場


・
４
／
４
（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
11 


（金）　


10
：
00
〜
11
：
30


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


乳
児
健
康
診
査


岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７  


●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   


・
月
〜
金
曜
日　


８
：
30
〜
17
：
00


・
土
曜
日　
　
　


８
：
30
〜
12
：
00


長
門
総
合
病
院　


℡
22
‐
２
２
２
０


● 


３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）


　


毎
週
火
曜
日　


13
：
00
〜
14
：
30


●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査


　


４
／
３
（木）
、
10 


（木）
、
24 


（木）


13
：
00
〜
14
：
30


● 


必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
と


乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票


１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査


●
対
象　


24
年
９
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


４
／
９ 


（水）


受
付　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
等


３
歳
児
健
康
診
査


●
対
象　


23
年
３
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


４
／
22 
（火）13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
等


健
康
ガ
イ
ド


く
ら
し
の
情
報


健
康
診
査


相 


談


講
座
・
教
室


近
松
文
楽


●
と
き　


７
／
６ 


（日）　


13
：
00
開
演


● 


内
容


一
、
対
談
「
曾
根
崎
心
中
と
近
松
門


　
　


左
衛
門
」


　
　


ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ


　
　


文
楽
座
名
誉
顧
問
、
コ
ロ
ン
ビ


　
　


ア
大
学
名
誉
教
授
）


　
　


鳥
越
文
藏
（
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


　
　


名
誉
顧
問
、
早
稲
田
大
学
名
誉


　
　


教
授
）


　
　


お
初
人
形
…
一
人
遣
い
デ
モ
ン


　
　


ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン


　
　


（
桐
竹
勘
十
郎
）


二
、
文
楽
の
解
説　


三
業
（
太
夫
、


　
　


三
味
線
、
人
形
）
の
解
説


三
、
文
楽
「
曾
根
崎
心
中　


生
玉
社


　
　


前
の
段
、
天
満
屋
の
段
、
天
神


　
　


森
の
段
」


● 


出
演　


吉
田
簑
助
（
人
間
国
宝
）、


豊
竹
呂
勢
大
夫
、
鶴
澤
燕
三
、


　


竹
澤
宗
助
、
桐
竹
勘
十
郎　


ほ
か


● 


入
場
料


・
１
階
Ｓ
席　


５
、５
０
０
円


・
１
階
Ａ
席　


４
、５
０
０
円


・
桟
敷
席　
　


４
、５
０
０
円


・
２
階
席　
　


３
、５
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


※
学
生
割
引
500
円


● 


発
売
日


・
友
の
会　


４
／
12 
（土）　


10
：
00
〜


・
一
般　
　


４
／
23 


（水）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み


※
４
／
21 


（月）
は
臨
時
休
館
日
で
す


第
６
回
和
太
鼓


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ


●
と
き　


６
／
28 
（土）　


　


13
：
00
〜
15
：
40


● 


募
集
対
象


・
子
ど
も
の
部　


３
歳
〜
小
学
生


・
一
般
の
部　
　


中
学
生
以
上


● 


募
集
人
数　


各
20
人


※
受
付
先
着
順


● 


参
加
料　


500
円


● 


応
募
締
切　


６
／
３ 


（火）
必
着


※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切


● 


講
師　


長
門
市
和
太
鼓
連
盟





